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Series3

　「たいじワールド・イン・うえだ」シリーズ第３弾として、作品展覧会を中心に上田創造館などで開
催される各種イベントの内容をお知らせします。
　８月26日に行われた記者会見では、原田泰治氏から、別所線電車へのラッピング・デザインの発表
もあり、別所線への熱い応援メッセージもいただきました。
　いよいよ一大イベント「たいじワールド」の開幕です。大勢の皆さんのご来場をお待ちしています！

本事業は別所線の利用促進も目的として取り組んでいます。期間中は駐車場の混雑が予想されますので、でき
るだけ別所線を利用していただくか、マイカーの場合は乗り合わせにご配慮ください。
・展覧会会場である上田創造館の最寄り駅は「赤坂上」です。[上田駅⇔赤坂上駅間：５分(大人片道170円)]
　　※「赤坂上」駅から上田創造館までは、徒歩約7分です。
・トークショー会場である別所温泉あいそめの湯は「別所温泉駅」の目の前です。
　　　[上田駅⇔別所温泉駅間：30分(大人片道570円)]

別所線に乗ろう！
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2008年10月23日木 11月9日日
開館時間＝午前9時～午後5時［入場受付は午後4時30分まで］

上田創造館 文化ホール［上田市上田原1640］

入館料＝一般・大学生 500円／高・中学生 300円／小学生以下・障がい者（介添え1名含む）は無料
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芸術の秋  上田の秋

■チケットの先行販売　10月14日㈫～22日㈬の月～金曜日、午前８時30分～午後５時30分
　政策企画課（市役所本庁舎３階）、文化振興課（教育委員会第２庁舎）、丸子・真田・武石地域自治
センターの各地域振興課、塩田・川西・豊殿地域自治センターで取り扱っています。

　日ごろなかなかお目にかかれない原田氏所蔵の原画80点が展示されます。新作
も多数、100号サイズの絵も登場。そして武石の風景をテーマに描かれる新作が披
露されます。

作品展覧会　上田創造館

オープニング
セレモニー

　
10/23㈭

■アトラクション　午前８時30分～９時（中庭・雨天時はロビー）
　武石の伝統行事、武石おねり保存会の皆さんによる御柱祭りのおねり行列披露
■テープカット　　午前９時～（文化ホール）
　主催者代表・原田氏あいさつ、テープカット
■新作発表会　午前９時30分～（文化ホール）
　武石の原風景を描いた新作の披露／新作創作活動の紹介
　展示作品の紹介（原田氏による会場案内）

子ども絵画教室
「みんなで

　原田先生の絵を
　　　　　描こう」
10/25㈯

市内小学５・６年生60人がふる里の風景画を模写し、
その絵を一つずつ原田氏に講評していただきます。
■午前９時～正午　模写（文化ホール）
■午後１時～３時　講評（体育館）

オープニン
グは

武石デー!
!

原田泰治
ふれあい交流会
サイン会

ふれあい交流会は、原田氏が観覧者との記念撮影や握手、作品紹介などを通じて
皆さんをおもてなしします。また、原田氏のグッズを購入いただいた方へのサイ
ン会も予定しています。

期日 ふれあい交流会 サイン会（各回先着70名様）
10月26日㈰ 午後１時～　/　午後３時～
11月１日㈯ 午前11時～午後１時 午後２時～　
11月２日㈰ 午前11時～午後１時 午後２時～　
11月９日㈰ 午後１時～　/　午後３時～

トークショー　　11/3（月・文化の日）午後２時～４時　別所温泉あいそめの湯
　原田氏の大学時代の同級生で、K

ク マ

UMAさんの愛称でタレントとしても活躍している、〝鉄のゲージツ家〞・篠原勝之氏
とのスペシャルトークです。
■ふるまい鍋　正午～午後１時30分　安曽望会の皆さんによる旬の野菜たっぷりのアツアツ鍋－限定400食
■アトラクション　午後１時～１時45分
　　　　　　　　　コカリナサークル「丸窓」、東塩田小学校金管バンドの皆さんの素敵な演奏でお迎えします。
■定員　300名（電話受付、先着順）
■申し込み　10月14日㈫～31日㈮の月～金曜日、午前８時30分～午後５時30分（ 生涯学習課　TEL23・6370）
　　　　　　入場無料ですが、事前に電話でお申し込みください。

ラッピング電車「自然と友だち１号」運行開始！
　本事業の一環として進めている、原田氏デザインのラッピング電車（詳細は次頁）が、いよいよ完成し走り始めます。
展覧会・トークショーにはぜひ、別所線に乗ってお越しください。
■「自然と友だち１号」出発式：10月４日㈯午前10時から、別所線上田駅にてセレモニー・午前10時47分１号電車出発
　※１号電車は臨時列車として「下之郷」駅までの片道運行となります（途中駅での乗り降り等はできません）。
■展覧会記念電車運行：10月５日㈰から展覧会期間中は、車内にも原田氏の作品（複製）を飾った特別仕様の「自然と友
　だち１号」が運行されます。また、運賃がお得な「展覧会入場券セット切符」も発売される予定です。
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Ｑ
．
別
所
線
へ
の
思
い
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

原
田　

別
所
線
は
、
今
か
ら
二
十
数
年
前
に
取
材
に
来
て
描
か
せ
て
い
た
だ
い
た
ん

で
す
ね
。

　
　

描
い
て
お
い
て
良
か
っ
た
と
思
う
の
は
、
別
所
線
だ
け
じ
ゃ
な
く
て
、
全
国
的

に
、
ど
ん
ど
ん
地
方
の
ロ
ー
カ
ル
線
が
消
え
て
く
な
か
で
、
別
所
線
っ
て
い
う
の

は
、
み
ん
な
の
力
で
頑
張
っ
て
、
こ
う
し
て
動
い
て
い
る
。
現
在
も
動
い
て
い
る
。

　
　

僕
が
二
十
数
年
前
に
、
き
ち
っ
と
し
た
形
で
描
い
た
っ
て
こ
と
。
そ
れ
だ
け
別

所
線
に
魅
力
が
あ
る
。
そ
の
こ
ろ
は
丸
窓
だ
と
か
、
古
い
形
の
電
車
が
牧
歌
的
な

風
景
の
中
に
走
っ
て
い
た
。
そ
れ
を
ど
う
し
て
も
描
き
た
い
と
い
う
こ
と
で
描
い

た
ん
で
す
ね
。

　
　

そ
の
こ
と
が
、
不
思
議
と
一
つ
の
糸
で
結
ば
れ
て
い
て
、
別
所
線
の
ラ
ッ
ピ
ン

グ
に
も
つ
な
が
っ
た
と
思
う
ん
で
す
。

　
　

今
、
別
所
線
が
走
る
そ
の
線
路
ぎ
わ
は
、
み
ん
な
モ
ダ
ン
な
家
が
で
き
て
近
代

的
に
な
っ
て
い
る
。
そ
う
い
う
な
か
で
、
僕
が
デ
ザ
イ
ン
し
た
列
車
が
走
る
と
い

う
こ
と
は
、
す
ご
く
嬉
し
い
こ
と
で
す
。

　
　

古
き
良
き
時
代
の
別
所
線
を
描
か
せ
て
い
た
だ
い
た
。
そ
れ
か
ら
、
こ
れ
か
ら

頑
張
っ
て
、
み
ん
な
に
乗
っ
て
い
た
だ
か
な
き
ゃ
い
け
な
い
別
所
線
の
デ
ザ
イ
ン

を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
っ
て
こ
と
。
こ
れ
が
糸
で
結
ば
れ
て
い
た
っ
て
い
う
こ
と

を
強
く
感
じ
て
い
ま
す
。

　
　

で
す
か
ら
、
こ
れ
か
ら
も
別
所
線
に
つ
い
て
は
応
援
を
し
て
い
き
た
い
。
な
ん

で
別
所
線
ば
か
り
応
援
す
る
ん
だ
っ
て
言
わ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
け
れ
ど
も
、

別
所
線
を
で
き
る
だ
け
応
援
さ
せ
て
い
た
だ
く
。
そ
う
い
う
意
味
で
今
回
や
ら
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
　

僕
が
絵
を
描
い
た
原
点
と
い
う
の
は
そ
の
辺
に
あ
り
ま
し
た
。

二
十
数
年
前
に
描
い
た
絵
と

今
回
ラ
ッ
ピ
ン
グ
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
絵
は

一
本
の
糸
で
結
ば
れ
て
い
た
ん
だ
な
っ
て
。

◆デザインコンセプト◆
～「自然と友だち̶上田」をテーマに～
　りんごやてんとう虫、様々な動植物18個をシンボルとしてデザインしました。
市長から要望のあったホタルも入れました。六文銭もたくさんあしらっています。
　　

～愛情・大地・環境をテーマに～
　ドアの色と３本のラインを赤・黄・青の３色で描きました。赤は愛情、黄は大地、
青は環境を表しています。

～モダンでかわいらしく～
　「Bessho Line」という英字も入れモダンでかわいらしく、子どもから大人まで、
とにかく楽しめるようにデザインしました。

別
所
線
ラ
ッ
ピ
ン
グ
デ
ザ
イ
ン
に
つ
い
て

原
田
泰
治
氏
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

たいじワールド イン うえだ Series3
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Ｑ
．
デ
ザ
イ
ン
に
は
ど
れ
く
ら
い
の
時
間
が
か
か
り

ま
し
た
か
。

原
田　

ガ
ス
ホ
ル
ダ
ー
と
同
時
に
進
行
し
て

い
て
、
だ
い
た
い
２
か
月
く
ら
い
考
え

な
が
ら
や
っ
て
い
ま
し
た
。

　
　

昆
虫
、
植
物
、
そ
れ
か
ら
動
物
な

ん
か
を
デ
フ
ォ
ル
メ
す
る
。
こ
れ
が

時
間
か
か
り
ま
し
て
。
い
っ
た
ん
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
に
か
け
、
そ
れ
で
着
色

を
し
て
い
く
わ
け
で
す
。

　
　

１
個
の
シ
ン
ボ
ル
を
作
る
の
に
結
構

時
間
が
か
か
り
ま
す
。
足
の
位
置
、
目

の
位
置
、
カ
タ
ツ
ム
リ
か
ら
何
か
ら
全
部

目
を
入
れ
ま
し
た
。
そ
ん
な
こ
と
で
２
か
月
近

く
か
か
り
ま
し
た
。

Ｑ
．
デ
ザ
イ
ン
で
難
し
か
っ
た
と
こ
ろ
は
、
ど
こ
で
す
か
。

原
田　

電
車
の
デ
ザ
イ
ン
っ
て
い
う
の
は
非
常
に
難
し
く
て
、
一
歩
間
違
え
る
と
マ

ン
ガ
チ
ッ
ク
に
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
し
、
そ
う
か
と
い
っ
て
原
田
泰
治
の
描
い

た
絵
を
つ
け
て
い
く
こ
と
も
、
こ
れ
は
い
け
な
い
。

　
　

僕
は
お
か
げ
さ
ま
で
、
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
の
仕
事
も
や
っ
て
き
た
も
の

で
す
か
ら
、
水
を
得
た
魚
み
た
い
に
で
き
た
わ
け
で
す
ね
。

　
　

電
車
の
デ
ザ
イ
ン
は
、
楽
し
い
だ
け
じ
ゃ
な
く
て
、
ど
こ
か
品
の
あ
る
も
の
、

そ
う
い
う
も
の
を
や
り
た
い
。
そ
れ
か
ら
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
喜
ん
で
い
た
だ

け
る
、
そ
う
い
う
車
両
づ
く
り
を
し
な
き
ゃ
い
け
な
い
。

　
　

そ
の
た
め
に
は
、
非
常
に
色
使
い
だ
と
か
、
形
だ
と
か
、
そ
れ
か
ら
、
花
で
あ

る
と
か
、
昆
虫
で
あ
る
と
か
、
動
物
を
並
べ
る
順
序
も
何
回
も
何
回
も
、
何
回
も

入
れ
替
え
て
、
一
番
色
彩
的
に
い
い
も
の
を
つ
け
て
く
る
わ
け
で
す
ね
。
そ
う
い

う
と
こ
ろ
に
苦
労
し
ま
し
た
。

Ｑ
．
ラ
ッ
ピ
ン
グ
は
１
編
成
だ
け
で
し
ょ
う
か
。

原
田　

実
は
も
う
１
パ
タ
ー
ン
、
デ
ザ
イ
ン
が
で
き
て
い
る
ん
で
す
。

　
　

コ
ン
セ
プ
ト
は「
自
然
と
友
だ
ち
」。２
編
成
目
も
や
り
た
い
と
い
う
と
き
に
は
、

す
ぐ
に
お
見
せ
で
き
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
楽
し
み
に
し
て
い
て
く
だ
さ
い
。

◆いろんなものに使ってください◆
　電車だけでなく、Ｔシャツに使ったり、
バッジを作ったり、いろいろなものに使
えるんですね。
　これだけの楽しい花、昆虫、動物、そ
ういうものが入った電車は、全国にもお
そらくないんじゃないかなあと思って、
今回デザインさせていただきました。
　ですから、別所線の各駅に一つずつ、
こういうシンボルがついていてもとても
楽しいし、チケットを作っても楽しいし、
いろんなものにいくらでも使えるんじゃ
ないか。
　そういう多様性を持ったデザインにし
ましたので、皆さんに楽しんでいただけ
ればと思います。　 政策企画課　TEL23・5112

「今回、Tシャツも作ってきました」と原田先生
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2008信州上田
紅
葉
ま
つ
り

　 観光課　TEL23・5408

●場所　上田城跡公園、上田市観光会館駐車場
●イベント内容
⑴けやき並木遊歩道紅葉ライトアップ
　日没～午後９時（予定）
⑵秋の味覚バザール　午前10時～午後３時
・上田地域の農産物や特産品の販売
⑶紅葉ふるまい鍋　午前10時～午後３時
⑷お楽しみ企画　午前10時～午後３時
・りんごの数当て＆ジャンボかぼちゃ重さ当てクイズ
 （正解者各10名様に素敵なプレゼントを郵送します）
⑸信州上田伝統芸能舞台
・日時　11月８日㈯・９日㈰午前11時～午後０時30分
・場所　上田城跡公園芝生広場
・出演　信州上田真田陣太鼓、信州真田鉄砲隊
・内容　信州上田紅葉まつりのフィナーレを飾る「信州上田伝統芸能舞台」。「真田氏」をキーワードに上田城

及び真田氏の魅力を最大限に引き出すべく、真田一族の知略と武勇を信州上田真田陣太鼓の演奏と
信州真田鉄砲隊の迫力満点の演武により表現します。

●紅葉まつりの臨時駐車場
　期間中の土日曜日・祝日は、次の駐車場をご利用できます。
　・清明小学校西側駐車場（ただし、11月８日㈯は使用不可）
　・JA信州うえだ
　・市役所駐車場
　・教育委員会櫓

やぐら

下庁舎（ただし、11月８日㈯・９㈰のみ使用可能）
　・教育委員会第二庁舎（ただし、11月８日㈯・９㈰のみ使用可能）

紅葉ふるまい鍋

農産物の販売

信州真田鉄砲隊の演武

信州上田真田陣太鼓の演奏

お楽しみ企画

10月23日㈭

～

11月９日㈰
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大
河
ロ
マ
ン
へ
つ
な
が
る
並
木
道

　

上
田
城
を
彩
る
紅
葉
、
け
や
き
並
木
遊
歩
道
の
紅
葉
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
と
上
田
地
域
各
地
の
魅
力
あ
る
紅
葉
名
所
の

紅
葉
狩
り
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
上
田
市
観
光
会
館
駐
車
場
で
は
、「
秋
の
味
覚
バ
ザ
ー
ル
」と
し
て
り

ん
ご
を
中
心
と
し
た
実
り
豊
か
な
農
産
物
や
地
域
の
名
産
品
を
販
売
し
ま
す
。

　

ま
た
、
11
月
８
日
㈯
・
９
日
㈰
に
は
、「
信
州
上
田
伝
統
芸
能
舞
台
」と
し
て
、
信
州
上
田
真
田
陣
太
鼓
の
演
奏
と

信
州
真
田
鉄
砲
隊
の
迫
力
満
点
の
演
武
の
披
露
も
あ
り
ま
す
。

鹿教湯温泉五台橋（丸子）
（見ごろ：10月下旬～11月上旬）

巣栗渓谷（武石）
（見ごろ：10月中旬～下旬）

角間渓谷（真田）
（見ごろ：10月中旬～下旬）

上田城跡公園の紅葉

上田城跡公園の紅葉

けやき並木遊歩道
紅葉ライトアップ

上田市民の誇り・・・『上田城』。
徳川の大軍を二度にわたり打ち
破った戦国の名城。桜の名所と
しても名高いですが、紅葉も見
事な上田城。この秋、上田の歴
史に思いをはせ、しっとりと上
田城の紅葉狩りを楽しんでくだ
さい。
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INFORMATION PICK UP

情
報
ぴ
っ
く
・
あ
っ
ぷ

日　時  10月26日㈰午後１時30分開会（１時開場）
場　所  長野大学リブロホール
内　容  
　第一部 まちづくり講演会（午後１時30分～２時30分）
　　主催：上田市
　　演題：「まちづくりとマニフェスト」
　　講師：北川正恭氏
　　　　　（早稲田大学大学院教授、早稲田大学マニフェスト研究所所長）
　第二部 マニフェスト検証シンポジウム（午後２時40分～４時15分）
　　主催：社団法人上田青年会議所
　　パネリスト：北川正恭氏、母袋創一上田市長、足立誠上田青年会議所理事長
　第一部／ 秘書課　TEL22・3435
　　第二部／㈳上田青年会議所　TEL22・5074

マニフェストって何だろう？
まちづくりとどう関係があるの？…

「まちづくり講演会」と「マニフェスト検証シンポジウム」開催！

　「地域づくりの主役は市民」となる地方分権社会では、「マニフェスト」は地域づくりにとって重要な意味
を持つことになると考えられています。
　そこで、日本におけるマニフェストの第一人者である早稲田大学の北川正恭先生をお招きし、マニフェ
ストとは何か、まちづくりとマニフェストの関係などについてお話しいただく講演会を開催します。
　また、第二部として、講演会の後、㈳上田青年会議所の主催によるマニフェスト検証シンポジウムも併
せて開催されます。多くの市民の皆さんのご参加をお待ちしています。

　外国籍市民との理解・交流を深める祭典「国際交流フェスティバル2008in市民の森」を開催し
ます。上田市には48か国、約5,300人の外国籍市民が暮らしています。多くの外国籍市民と一
緒にイベントに参加し、身近な国際交流を体験してみませんか。

日　時  11月９日㈰午前９時30分～午後３時ごろ
場　所  市民の森公園、市民の森体育館
内　容  午前／スポーツ、レクリエーションゲーム交流会　昼食／バーベキューなど
 午後／世界のパフォーマンス発表会
入場料  無料　　 定　員 　先着150名程度
申し込み  10月20日㈪までに電話で上田市国際交流協議会事務局へ。
持ち物  体育館用シューズ、運動ができる服装、雨具、飲み物、ごみ袋
交通手段  当日は無料送迎バスが出ます。
　上田市国際交流協議会事務局（ 秘書課内）　TEL22・3435

身
近
な
国
際
交
流
を
楽
し
も
う

国
際
交
流
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
０
８
 in 

市
民
の
森

北川正恭氏

�



情
報
ぴ
っ
く
・
あ
っ
ぷ

INFORMATION PICK UP

情報
INFORM

ATION P
ICK UP

ピックアッ
プ

映像と音楽とアートを通して、上田の魅力を再発見！
FUMFAM2008

２
０
０
８ 

上
田
地
域
総
合
産
業
展

地
域
の
先
端
技
術
が
こ
こ
に
集
結

　信州上田フィルムコミッションの支援により、上田市内で撮影されたミュージック・ビデオ
の上映と、アーティストによるライブを楽しむイベント「FUMFAM（ファムファム）」。
　３回目となる今年は新たに「T

ザ
HE M

マ ウ ン テ ン
OUNTAIN B

バ ー ド
IRD E

エキシビ ジ ョ ン
xhibition ～ C

クリエーション
reation W

ウィーク
eek ～ in 

FUMFAM」と題し、ファムファムのアートワークを手掛けるTHE MOUNTAIN BIRDによる
作品展示も行います。

●FUMFAM2008（音楽イベント）
日　時  11月２日㈰午後５時30分開演
 （５時開場）
場　所  上田映劇
内　容

　第一部「ミュージックビデオの上映」
　第二部「ライブ演奏」
出演者  キセル、おおはた雄一、湯川潮音　

ほか
チケット  前売り3,000円、当日4,000円
販売窓口  チケットぴあ、ローソンチケット、
 上田映劇ほか
●THE MOUNTAIN BIRD　Exhibition 
　～Creation Week～ in FUMFAM（作品展示）
期　間  10月25日㈯～11月９日㈰
場　所  柳屋建設おうちとしょかん
内　容  市内で撮影制作された
 立体造形作品の展示
　FUMFAM実行委員会事務局

　　（上田映劇内）　TEL22・0269
　　URL http://www.ueda-cb.gr.jp/
　　　　fumfam.html

　「産」「学」「官」「食」をコンセ
プトに、長野県有数の一大産業エ
リアである上田市・東御市・坂城
町の企業や大学・短大・高校が一
堂に会し、優れた製品・技術・情
報・研究の成果を展示します。ぜ
ひお出かけください。

日　時 　
10月10日㈮午前９時～午後４時30分
　　11日㈯午前９時～午後４時
場　所

上田城跡公園体育館
上田城跡公園第二体育館
　上田商工会議所　℡22・4500

日
中
友
好
中
学
生
卓
球
交
流
大
会

ラ
リ
ー
で
つ
な
ぐ
友
情
の
輪

　日中平和友好条約30周年並びに長野
県河北省友好提携25周年を記念し、河
北省から中学生卓球選手団を招き、市
内中学校卓球部員との交流試合を開催
します。多くの市民の皆さんの観戦を
お待ちしています。

日　時  10月21日㈫
 午後４時30分～７時30分
場　所  上田城跡公園体育館
　 体育課　TEL23・6372

おおはた雄一

湯川潮音

キセル

�
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お
知
ら
せ

人
工
透
析
の
た
め
の

通
院
費
助
成
制
度

　

腎
臓
に
障
害
を
お
持
ち
の
方
で
人
工
透

析
の
た
め
に
通
院
す
る
交
通
費
を
一
部
助

成
し
ま
す
。

●
対
象　

①
市
内
在
住
で
、
人
工
透
析
を

受
け
て
い
る
方
、
②
片
道
２
㎞
以
上
の

距
離
を
通
院
し
て
い
る
方
、
③
市
税
に

滞
納
が
な
い
方
の
す
べ
て
に
該
当
す
る

方
。

●
対
象
期
間　

４
〜
９
月
ま
で

●
申
請
方
法　

必
要
書
類
を
お
渡
し
し
ま

す
の
で
、
10
月
15
日
㈬
ま
で
に
福
祉
課

ま
た
は
各
地
域
自
治
セ
ン
タ
ー
へ
ご
連

絡
く
だ
さ
い（
郵
送
も
で
き
ま
す
）。

　

福
祉
課　
　
　

TEL
22
・
４
１
０
０

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
内
線
１
９
８
９
）

　
　

健
康
福
祉
課　

TEL
42
・
１
１
１
８

　
　

健
康
福
祉
課　

TEL
72
・
２
２
０
３

　
　

健
康
福
祉
課　

TEL
85
・
２
０
６
７

今
月
は
児
童
手
当
の

支
給
月
で
す

　

児
童
手
当
を
受
給
中
の
方
に
６
〜
９
月

分
ま
で
の
児
童
手
当
を
10
月
10
日
に
指
定

口
座
に
振
り
込
み
ま
す
。
通
帳
の
記
帳
に

よ
り
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
児
童
手
当
の
受
給
資
格
が
わ
か

ら
ず
に
申
請
を
し
て
い
な
い
方
や
、
お
子

さ
ん
が
生
ま
れ
た
方
、
上
田
市
へ
転
入
し

た
ば
か
り
で
手
続
き
を
し
て
い
な
い
方
な

ど
は
認
定
請
求
を
し
て
く
だ
さ
い（
公
務

員
の
方
は
勤
務
先
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
）。
保
護
者
の
前
年
の
所
得
額
が
制

限
内
で
あ
れ
ば
、
認
定
請
求
を
し
た
翌
月

分
か
ら
児
童
手
当
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

子
育
て
・
子
育
ち
支
援
課　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

TEL
23
・
５
１
０
６

健
康
福
祉
課　

TEL
42
・
１
０
３
９

　
　

健
康
福
祉
課　

TEL
72
・
２
２
０
３

　
　

健
康
福
祉
課　

TEL
85
・
２
０
６
７

循
環
バ
ス
の
運
行
が

変
更
に
な
り
ま
す

　

10
月
20
日
㈪
か
ら
、
上
田
地
域
循
環
バ

ス
、丸
子
地
域
循
環
バ
ス
の
運
行
コ
ー
ス
、

ダ
イ
ヤ
な
ど
が
変
更
と
な
り
ま
す
。ま
た
、

武
石
地
域
デ
マ
ン
ド
交
通
の
フ
リ
ー
エ
リ

ア
範
囲
も
変
更
と
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は

広
報
う
え
だ
10
月
16
日
号
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
の
で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

地
域
交
通
政
策
課

　
　

TEL
23
・
５
０
１
１

ア
ク
ア
プ
ラ
ザ
臨
時
休
館
と

小
中
学
生
土
曜
無
料
開
放

◇
臨
時
休
館

　

10
月
14
日
㈫
〜
25
日
㈯
の
間
、
施
設
保

守
及
び
機
器
調
整
の
た
め
臨
時
休
館
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

◇
市
内
小
中
学
生
に
土
曜
日
は
無
料
開
放

　

毎
週
土
曜
日
は
ア
ク
ア
プ
ラ
ザ
上
田
で

体
を
動
か
そ
う
！

●
期
間　

10
月
〜
平
成
21
年
３
月
末
ま
で

の
毎
週
土
曜
日（
営
業
時
間
／
午
前
10

時
〜
午
後
９
時
）

●
対
象　

市
内
小
中
学
生

※
小
学
４
年
生
以
上
の
方
は
一
人
で
、
３

年
生
以
下
の
方
は
保
護
者
同
伴（
保
護

者
は
有
料
）で
入
館
で
き
ま
す
。

　

ア
ク
ア
プ
ラ
ザ
上
田　

　
　

TEL
26
・
２
６
２
６

原
付
新
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト

に
交
換
し
ま
し
ょ
う

　

上
田
市
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
原
動
機
付
自
転

車
新
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
が
８
月
20
日
よ

り
交
付
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
新
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
は
、
新
市

発
足
３
年
目
を
迎
え
、
地
域
の
一
体
感
の

醸
成
と
、
独
自
の
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
で

上
田
市
を
全
国
に
ア
ピ
ー
ル
し
、
地
域
振

興
や
観
光
振
興
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

た
も
の
で
す
。
デ
ザ
イ
ン
は
上
田
城
の
櫓や
ぐ
ら

を
モ
チ
ー
フ
に
、
信
州
と
六
文
銭
を
取
り

入
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
プ
レ
ー
ト
の
地
金

に
は
反
射
素
材
を
使
用
し
、
夜
間
の
安
全

性
に
も
配
慮
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
所
有
し
て
い
る
原
動
機
付
自
転
車

で
新
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
へ
の
交
換
を
希

望
す
る
方
は
、
税
務
課
ま
た
は
各
地
域
自

治
セ
ン
タ
ー
の
原
付
ナ
ン
バ
ー
交
付
担
当

窓
口
で
、
旧
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
と
印
鑑

を
お
持
ち
に
な
り
交
換
し
て
く
だ
さ
い
。

交
換
に
よ
る
手
数
料
は
無
料
で
す
。

　

税
務
課　

TEL
23
・
５
１
６
９

上
田
駅
前
清
掃
に

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か

　

う
え
だ
環
境
市
民
会
議
で
は
、草
取
り
、

ご
み
拾
い
な
ど
、
上
田
駅
前
の
清
掃
を
次

の
と
お
り
行
い
ま
す
。
環
境
に
興
味
の
あ

る
方
な
ら
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

●
日
時　

10
月
11
日
㈯
午
前
９
時
〜
10
時

ご
ろ

●
場
所　

上
田
駅
お
城
口

●
駐
車
場　

お
城
口
駐
車
場
を
ご
利
用
く

だ
さ
い（
申
し
出
に
よ
り
無
料
）。

　

生
活
環
境
課　

TEL
23
・
５
１
２
０

今
月
の
表
紙

　武石地域敬老会が9月13日、武石
公民館で開催され、約250名の高齢
者の皆さんが集まりました。式典で
は、米寿を迎えた方へお祝いの品が
贈られました。今年は敬老のお祝い
として武石小学校金管バンドが演奏
を披露し、集まった皆さんはお孫さ
んたちの演奏に聞き入っていまし
た。祝宴では、武石童謡・唱歌を歌
う会の合唱や市・社協職員が飛び入
りで「炭鉱節」を披露。歌を口ずさん
だり、手拍子をしたり一緒に踊った
りと、会場は大盛り上がり！元気な
笑顔があふれ、皆さん楽しいひとと
きを過ごされていました。

長寿を祝う　武石地域敬老会

お
知
ら
せ

��



tel.22･4100㈹  fax.25･4100㈹

tel.72･2200㈹  fax.72･4140㈹

tel.42･3100㈹  fax.43･3666㈹

tel.85･2311㈹  fax.85･2313㈹

上田市役所

真田地域自治センター 武石地域自治センター

丸子地域自治センター

古
い
家
電
製
品
に
注
意
！

　

長
年
使
用
し
て
い
る
家
電
製
品
は
、
熱

や
湿
気
、
ホ
コ
リ
な
ど
の
影
響
に
よ
り
、

内
部
部
品
が
劣
化
し
、
発
煙
・
発
火
の
お

そ
れ
が
あ
り
ま
す
。
上
田
市
で
も
、最
近
、

不
具
合
の
あ
る
家
電
製
品
か
ら
出
火
し
た

事
例
が
あ
り
ま
す
。次
の
よ
う
な
場
合
は
、

業
者
に
点
検
し
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

●
共
通
事
項　

①
焦
げ
臭
い
に
お
い
や
変

な
に
お
い
が
す
る
。
②
電
源
コ
ー
ド
や

プ
ラ
グ
が
異
常
に
熱
い
。
③
電
源
コ
ー

ド
が
折
れ
曲
が
っ
た
り
、
破
損
し
て
い

る
。

◇
扇
風
機
、
換
気
扇　

①
ス
イ
ッ
チ
を
入

れ
て
も
、フ
ァ
ン
が
回
ら
な
い
。
ま
た
、

回
っ
て
も
異
常
に
回
転
が
遅
い
な
ど
、

不
規
則
。②
異
常
な
音
や
振
動
が
す
る
。

◇
洗
濯
機　

①
脱
水
中
に
ふ
た
を
開
け
て

も
、
15
秒
以
内
で
止
ま
ら
な
い
。
②
ス

イ
ッ
チ
を
入
れ
て
も
動
か
な
い
。

◇
エ
ア
コ
ン　

①
ブ
レ
ー
カ
ー
が
頻
繁
に

落
ち
る
。
②
室
内
機
か
ら
水
漏
れ
が
す

る
。

◇
ブ
ラ
ウ
ン
管
テ
レ
ビ　

①
ス
イ
ッ
チ
を

入
れ
て
も
、
映
像
や
音
が
出
な
い
。
②

ス
イ
ッ
チ
を
切
っ
て
も
、
映
像
や
音
が

消
え
な
い
。
③
上
下
、
ま
た
は
左
右
の

画
像
が
ゆ
が
む
、ま
た
は
欠
け
て
映
る
。

④
映
像
が
連
続
し
て
チ
ラ
つ
い
た
り
、

揺
れ
た
り
す
る
。

　

消
防
予
防
課　

TEL
26
・
０
０
２
９

平
成
21
年
版
県
民
手
帳
の

予
約
を
受
け
付
け
ま
す

　

長
野
県
に
関
す
る
豊
富
な
統
計
資
料
な

ど
を
満
載
し
た
県
民
手
帳
の
購
入
予
約
を

受
け
付
け
ま
す
。

　

購
入
希
望
の
方
は
、
10
月
31
日
㈮
ま
で

に
情
報
推
進
課
情
報
統
計
係
へ
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。
11
月
下
旬
ご
ろ
に
代
金
と
引
き

換
え
に
お
渡
し
し
ま
す
。

●
サ
イ
ズ　

13
・
８
㎝
×
７
・
８
㎝
、
２

　

７
６
ペ
ー
ジ

●
価
格　

５
０
０
円（
税
込
み
）

　

情
報
推
進
課　

TEL
22
・
４
１
０
０

　
　
（
内
線
１
２
２
６
・
１
２
２
９
）

役
立
っ
て
い
ま
す

電
源
立
地
地
域
対
策
交
付
金

　

平
成
20
年
度
上
期
の
対
象
工
事
と
し

て
、
丸
子
地
域
郷
仕
川
原
地
区
の
農
業
用

用
排
水
路
改
修
工
事
を
行
い
、
水
路
機
能

の
改
善
を
図
り
ま
し
た
。

　

地
域
振
興
課　

TEL
42
・
１
０
４
１

麻
し
ん
風
し
ん
の
予
防
接
種

は
済
ん
で
い
ま
す
か
？

　

麻
し
ん（
は
し
か
）風
し
ん
は
、
い
ず
れ

も
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
に
よ
っ
て
起
こ
る
伝

染
病
で
、
感
染
予
防
に
は
予
防
接
種
が
有

効
で
す
。

　

麻
し
ん
は
、
伝
染
力
が
非
常
に
強
く
、

ワ
ク
チ
ン
を
受
け
な
い
と
必
ず
感
染
す
る

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
風
し
ん
は
、
三
日

ば
し
か
と
も
呼
ば
れ
、
発
熱
や
発
し
ん
、

せ
き
、
首
の
リ
ン
パ
節
の
は
れ
な
ど
が
起

こ
り
ま
す
。
年
長
児
や
大
人
に
な
っ
て
か

ら
か
か
る
と
一
般
に
重
症
に
な
り
や
す
い

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

未
接
種
者
は
、
体
調
の
良
い
時
に
早
め

に
接
種
し
ま
し
ょ
う
。

●
接
種
対
象
者（
接
種
期
間
）　

①
生
後
12

か
月
〜
24
か
月
未
満（
接
種
月
齢
期
間

内
に
1
回
接
種
）、
②
保
育
園
・
幼
稚

園
の
年
長
児
に
相
当
す
る
年
齢
、
③
中

学
１
年
生
に
相
当
す
る
年
齢
、
④
高
校

３
年
生
に
相
当
す
る
年
齢（
②
〜
④
は
、

平
成
21
年
３
月
31
日
ま
で
に
１
回
接

種
）

●
料
金　

期
間
内
の
接
種
は
無
料

●
接
種
方
法　

対
象
者
に
は
、
封
書
で
通

　

知
文
と
予
診
票
が
送
付
さ
れ
て
い
ま

す
。
個
別
接
種
実
施
医
療
機
関
に
予
約

を
し
て
か
ら
予
防
接
種
に
お
出
か
け
く

だ
さ
い
。

　

健
康
推
進
課　

TEL
28
・
７
１
２
４

女
性
の
再
就
職
を
支
援
す
る

個
別
面
接
相
談

　

働
き
た
い
け
ど
何
か
ら
始
め
た
ら
い
い

の
か
、
子
育
て
し
な
が
ら
再
就
職
で
き
る

の
か
な
ど
の
不
安
を
解
消
し
、
働
き
た
い

女
性
の
円
滑
な
再
就
職
を
支
援
す
る
た
め

の
個
別
面
接
相
談
を
実
施
し
ま
す
。

●
期
日
／
場
所　

10
月
17
日
㈮
・
２
月
20

日
㈮
／
勤
労
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
11
月

21
日
㈮
・
12
月
19
日
㈮
・
１
月
16
日
㈮

／
市
民
プ
ラ
ザ
・
ゆ
う

●
時
間　

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時
30

分（
一
人
１
時
間
）

●
相
談　

㈶
21
世
紀
職
業
財
団
の
キ
ャ
リ

ア
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

●
定
員　

各
回
４
名

●
費
用　

無
料

●
申
し
込
み　

10
月
６
日
㈪
か
ら
電
話
で

商
工
課
へ
。

　

商
工
課　

TEL
23
・
５
３
９
５

お
知
ら
せ

催し
「蚕都上田まちあるき」
参加者を募集します
　蚕業華やかなりし時代の様子を
とどめている上田のまちを、地理
学と建築の専門家とともに歩い
て、あらためて上田を見直してみ
ませんか。
●日時　10月25日㈯
　　　　午前９時15分～午後２時
●場所　上田駅を起終点とする約

８㎞の市街地歩き
●定員　30名
●参加費　大人100円
　　　　　小人50円
●申し込み　10月23日㈭までに電

話で学生地域くらし
創り考房こみっとへ。

　学生地域くらし創り考房
　　こみっと　TEL38･7771

��
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骨
髄
バ
ン
ク
ド
ナ
ー
登
録
会

　

10
月
は「
骨
髄
バ
ン
ク
推
進
月
間
」で

す
。
白
血
病
な
ど
の
有
効
な
治
療
法
と

さ
れ
る
骨
髄
移
植
は
、
患
者
と
骨
髄
提
供

者
の
白
血
球
の
型
が
一
致
す
る
こ
と
が
必

要
で
す
が
、
血
縁
が
な
い
と
数
百
人
か
ら

数
万
人
に
一
人
と
非
常
に
確
率
が
低
い
た

め
、
移
植
を
受
け
ら
れ
な
い
患
者
さ
ん
が

大
勢
い
ま
す
。
一
人
で
も
多
く
の
方
に
骨

髄
移
植
の
制
度
と
登
録
の
重
要
性
を
ご
理

解
い
た
だ
く
た
め
登
録
会
を
開
催
し
ま

す
。
皆
さ
ん
の
参
加
と
登
録
を
お
願
い
し

ま
す
。

●
日
時　

10
月
14
日
㈫
・
28
日
㈫
の
午
前

９
時
〜
11
時

●
場
所　

上
田
保
健
所
２
階

●
内
容　

骨
髄
移
植
の
ビ
デ
オ
上
映
・
登

録
希
望
者
へ
の
説
明
と
採
血（
希
望
さ

れ
る
方
は
事
前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
）。

　

上
田
保
健
所　

TEL
25
・
７
１
４
８

「
上
田
低
肺
友
の
会
」に

お
出
か
け
く
だ
さ
い

　

上
田
低
肺
友
の
会
は
、
地
域
の
慢
性
呼

吸
器
障
害
に
悩
む
患
者
と
家
族
の
学
習
と

交
流
の
た
め
に
発
足
し
ま
し
た
。
今
回
10

期
総
会
を
開
催
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た

の
で
、
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
日
時　

10
月
14
日
㈫
午
後
１
時
15
分
〜

３
時
30
分（
講
演
／
１
時
50
分
〜
）

●
場
所　

市
役
所
南
庁
舎
５
階
会
議
室

●
内
容　

平
成
20
年
度（
10
期
）総
会
、
講

話「
男
と
女
は
お
も
い
や
り
で
」（
元
上

田
市
高
齢
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
所
長
・
関

清
子
氏
）、
顧
問
医
師（
鹿
教
湯
三
才
山

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
長
・

小
林
俊
夫
先
生
）に
よ
る
日
常
生
活
上

の
助
言

　

健
康
推
進
課　

TEL
28
・
７
１
２
４

国
民
年
金
保
険
料

前
納
の
ご
利
用
を

　

国
民
年
金
に
は
、
保
険
料
を
前
納
す
る

と
割
り
引
き
さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

半
年
分
の
前
納
で
、
７
０
０
円
割
り
引
か

れ
ま
す
。
前
納
す
る
場
合
は
、
平
成
20
年

10
月
分
〜
平
成
21
年
３
月
分
と
印
刷
さ
れ

た
納
付
書
で
10
月
31
日
ま
で
に
納
め
て
く

だ
さ
い
。

　

小
諸
社
会
保
険
事
務
所　

　
　

TEL
０
２
６
７
・
22
・
１
０
８
０

き
の
こ
中
毒
防
止
展
示
会

　

10
月
の「
き
の
こ
中
毒
防
止
月
間
」に
あ

わ
せ
、
き
の
こ
展
示
会
と
、
き
の
こ
衛
生

指
導
員
に
よ
る
鑑
別
相
談
会
を
開
催
し
ま

す
。

●
場
所
／
日
時　

イ
オ
ン
上
田
シ
ョ
ッ
ピ

ン
グ
セ
ン
タ
ー
／
10
月
２
日
㈭
午
後
１

時
〜
５
時
・
３
日
㈮
午
前
10
時
〜
午
後

５
時
、
あ
さ
つ
ゆ
丸
子
農
産
物
直
売
加

工
セ
ン
タ
ー
／
10
月
４
日
㈯
午
後
１
時

〜
５
時
・
５
日
㈰
午
前
10
時
〜
午
後
４

時
、
ふ
れ
あ
い
さ
な
だ
館
／
10
月
８
日

㈬
午
前
10
時
〜
午
後
５
時

　

上
田
保
健
所　

TEL
25
・
７
１
５
２

省
エ
ネ
取
組
事
例
及
び
技
術･

経
営
相
談
窓
口
の
設
置

　

原
油
価
格
高
騰
に
対
応
し
た
省
エ
ネ
取

組
事
例
の
冊
子
を
長
野
県
が
作
成
し
ま
し

た
。
内
容
は
上
田
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご

覧
に
な
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
農
家
に
対
す
る
技
術
・
経
営
相

談
窓
口
が
上
小
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー

（
上
田
合
同
庁
舎
内
）に
設
置
さ
れ
て
い
ま

す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

農
政
課　
　
　

TEL
23
・
５
１
２
２

　
　

上
小
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　

TEL
25
・
７
１
５
７

か
か
り
つ
け
薬
剤
師
を

持
ち
ま
し
ょ
う

　

10
月
17
日
〜
23
日
は

薬
と
健
康
の
習
慣
で

す
。
薬
を
安
全
に
、
安

心
し
て
上
手
に
使
う
た

め
、
か
か
り
つ
け
薬
局

を
持
ち
ま
し
ょ
う
。
薬

局
で
は
、
タ
バ
コ
を
や

め
ら
れ
な
い
、
お
薬
手

帳
の
使
い
方
が
わ
か
ら

な
い
な
ど
の
相
談
を
お

受
け
し
て
い
ま
す
。

　

健
康
推
進
課　

TEL
28
・
７
１
２
３

　
　

上
田
薬
剤
師
会　

TEL
22
・
６
１
３
０

催し
だんじゅり祭 in 上田2008
　信州上田観光大使の２人が今年も上田のステージに
登場します。コント、お楽しみ映像（プロモーション
DVD）、漫才など盛りだくさんの内容となっています。
皆さんでぜひお出かけください。
●日時　10月17日㈮
　　　　午後７時開演（６時30分開場）
●場所　上田映劇
●出演　立川談慶師匠（落語家）
　　　　瀬下尚人氏（ザ・コンボイ）
●チケット　全席自由3,000円（当日3,500円）

お
知
ら
せ

　　　　　　お求めは、琴光
堂、ポプラ、長
瀬ソロバン教室
の各プレイガイ
ドで。

　ポプラ　TEL27･5769
　　長瀬ソロバン教室
　　　　　　TEL42･5555

��



tel.22･4100㈹  fax.25･4100㈹

tel.72･2200㈹  fax.72･4140㈹

tel.42･3100㈹  fax.43･3666㈹

tel.85･2311㈹  fax.85･2313㈹

上田市役所

真田地域自治センター 武石地域自治センター

丸子地域自治センター

環
境
に
や
さ
し
い

買
い
物
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　
「
環
境
に
配
慮
し
た
商
品
の
選
択
購
入
」

や「
レ
ジ
袋
の
節
減
」な
ど
、
身
近
な
買
い

物
を
通
し
て
、
環
境
に
配
慮
し
た
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
に
つ
い
て
考
え
、
で
き
る
こ
と

か
ら
実
践
し
ま
し
ょ
う
。

　

エ
コ
マ
ー
ク
な
ど
の
環
境
ラ
ベ
ル
を
集

め
て
応
募
す
る
と
、「
木
曽
ひ
の
き
使
用

キ
ッ
チ
ン
セ
ッ
ト
」が
抽
選
で
当
た
り
ま

す
。

　

詳
し
く
は
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
実
施
期
間　

10
月
１
日
㈬
〜
31
日
㈮

　

信
州
豊
か
な
環
境
づ
く
り
県
民
会
議

　
　

TEL
０
２
６
・
２
３
５
・
７
１
６
９

催
し

第
20
回
青
少
年
育
成

市
民
の
つ
ど
い

　
「
見
え
ま
す
か　

ゆ
れ
る
子
ど
も
の
心
」

を
テ
ー
マ
に
、
増ま
す

田だ

友ゆ
う

厚こ
う（
大
林
寺
住
職
）

さ
ん
に
よ
る
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。
親

子
席
も
用
意
し
て
い
ま
す
。

●
日
時　

10
月
29
日
㈬
午
後
６
時
40
分
〜

８
時
40
分

●
場
所　

上
田
文
化
会
館
ホ
ー
ル

●
定
員　

５
０
０
名

●
参
加
費　

無
料

　

中
央
公
民
館　

TEL
22
・
０
７
６
０

安
心
し
て

出
産
を
迎
え
る
た
め
に

　

安
心
し
て
出
産
を
迎
え
る
た
め
に
は
、

妊
娠
前
か
ら
の
身
体
づ
く
り
や
妊
娠
中
の

健
康
管
理
が
大
切
で
す
。
そ
こ
で
、
皆
さ

ん
に
心
が
け
て
欲
し
い
こ
と
に
つ
い
て
産

科
医
か
ら
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
り
ま
す
。

●
日
時　

10
月
29
日
㈬
午
後
２
時
〜
３
時

30
分

●
場
所　

上
野
が
丘
公
民
館

●
講
師　

宮
下
尚
夫
医
師（
上
田
市
医
師

会
産
科
医
会
長
・
上
田
原
レ
デ
ィ
ー
ス

＆
マ
タ
ニ
テ
ィ
ー
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
）

●
対
象　

現
在
妊
娠
中
の
方
、
こ
れ
か
ら

お
父
さ
ん
・
お
母
さ
ん
に
な
る
方
な
ど

●
参
加
費　

無
料

●
そ
の
他　

託
児
は
あ
り
ま
せ
ん

　

健
康
推
進
課　

TEL
23
・
８
２
４
４

景
観
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

〜
街
中
の
眺
め
を
考
え
る
〜

　

上
田
駅
を
中
心
と
す
る
市
街
地
一
帯

は
、城
下
町
や
蚕
都
の
面
影
が
残
る
一
方
、

最
近
で
は
高
層
の
建
物
の
立
地
も
進
ん
で

い
ま
す
。こ
の
景
観
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
で
は
、

ま
ち
な
か
を
歩
き
、
周
囲
の
山
並
み
や
上

田
城
な
ど
の
大
切
に
し
た
い
眺
望（
＝
眺

め
）に
つ
い
て
考
え
ま
す
。

●
日
時　

10
月
19
日
㈰
午
後
１
時
〜
５
時

●
集
合
場
所　

上
田
駅
前
ビ
ル
・
パ
レ
オ

２
階
会
議
室

●
内
容　

上
田
城
尼
が
淵
、旧
北
国
街
道
、

商
店
街
、
上
田
駅
前
な
ど
、
市
街
地
の

眺
望
景
観
を
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
。そ
の
後
、

意
見
交
換
。

●
持
ち
物　

筆
記
用
具

●
定
員　

20
名

●
参
加
費　

無
料

●
申
し
込
み　

10
月
17
日
㈮
ま
で
に
電
話

で
都
市
計
画
課
へ
。

　

都
市
計
画
課　

TEL
23
・
５
１
２
７

長
野
大
学
文
化
講
演
会

●
日
時　

10
月
12
日
㈰
午
後
１
時
〜

●
場
所　

長
野
大
学
リ
ブ
ロ
ホ
ー
ル

●
演
題　
「
Ａオ

ー

ル

ウ

ェ

イ

ズ

Ｌ
Ｗ
Ａ
Ｙ
Ｓ
の
ル
ー
ツ
は

学
生
時
代
に
あ
っ
た
」

●
講
師　

阿
部
秀
司
氏（
㈱
Ｒ
Ｏ
Ｂ
Ｏ
Ｔ

代
表
取
締
役
社
長
、
映
画
・
三
丁
目

の
夕
日
の
エ
グ
ゼ
ク
テ
ィ
ブ
・
プ
ロ

デ
ュ
ー
サ
ー
）

●
入
場
料　

無
料

　

長
野
大
学
地
域
連
携
セ
ン
タ
ー

　
　

TEL
39
・
０
０
０
７

催し
第４回３on３ in 上田大会
参加チーム募集
　ストリートバスケット「３on３」を開
催します。バスケット初心者も大歓迎
です。
●日時　11月２日㈰
　　　　午前９時～午後４時
●場所　上田城跡公園多目的広場櫓

やぐら
下

　　　　バスケットコート
●対象　高校生以上の男女
　　　　（男女混合チームも可）
●募集チーム数　
・公式戦（優勝を目指す）24チーム
・交流戦（３on３を楽しむ）12チーム
●参加費　１チーム1,000円
●募集期間　10月８日㈬～24日㈮
※ただし定数に達し次第締め切ります。
　３on３in上田実行委員会事務局
　　（ 体育課内）　TEL23･6372

お
知
ら
せ
／
催
し

��
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お
は
な
し
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

●
日
時　

10
月
12
日
㈰
午
前
10
時
〜
11
時

30
分

●
場
所　

上
田
創
造
館

●
内
容　

読
書
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
読

み
聞
か
せ
、
語
り
、
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
、

人
形
劇
な
ど
。

●
参
加
費　

無
料

　

上
小
・
東
御
親
子
読
書
の
会（
横
山
）

　
　

TEL
０
９
０
・
１
６
１
１
・
１
３
８
９

第
11
回
千
曲
川

ク
リ
ー
ン
ウ
ォ
ー
ク

　

景
観
を
楽
し
み
な
が
ら
、
み
ん
な
で
清

掃
活
動
を
し
ま
せ
ん
か
。

●
日
時　

10
月
19
日
㈰
午
前
８
時
〜
９
時

●
場
所　

千
曲
川
市
民
緑
地
公
園
芝
生
グ

ラ
ウ
ン
ド（
小
牧
橋
上
流
）

●
持
ち
物　

軍
手
、ご
み
バ
サ
ミ
な
ど（
ご

み
袋
は
配
布
し
ま
す
）。

　

経
営
管
理
課　

TEL
22
・
４
１
０
０

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
内
線
１
５
３
５
）

上
田
図
書
館
ま
つ
り
第
一
弾

「
本
の
リ
サ
イ
ク
ル
市
」

　

図
書
館
で
不
用
に
な
っ
た
本
や
ご
家
庭

か
ら
提
供
い
た
だ
い
た
本
を
希
望
者
に
無

料
で
お
譲
り
し
ま
す
。

◇
上
田
図
書
館
で
の
リ
サ
イ
ク
ル
市

●
日
時　

10
月
24
日
㈮
〜
26
日
㈰
午
前
10

時
〜
午
後
４
時（
最
終
日
は
３
時
ま
で
）

●
場
所　

上
田
図
書
館
２
階
大
会
議
室

　

ご
家
庭
で
不
用
に
な
っ
た
本（
全
集
、

百
科
事
典
は
除
く
）は
、
10
月
23
日
㈭

ま
で
に
上
田
図
書
館
に
お
持
ち
く
だ
さ

い
。

◇
創
造
館
で
の
リ
サ
イ
ク
ル
市

●
日
時　

11
月
29
日
㈯
午
前
10
時
〜
正
午

●
場
所　

上
田
創
造
館
１
階
第
２
会
議
室

　

上
田
図
書
館　

TEL
22
・
０
８
８
０

茶
灯
会

　

武
石
と
も
し
び
博
物
館
庭
園
に
竹
灯と
う

篭ろ
う

を
と
も
し
、
幻
想
的
な
ム
ー
ド
の
下
で
お

茶
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
ま
す
。
ご
近
所

お
誘
い
の
う
え
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

●
期
間　

10
月
４
日
㈯
午
後
６
時
〜
８
時

●
場
所　

武
石
と
も
し
び
博
物
館

●
入
館
料　

一
般
４
０
０
円
、
小
中
学
生

２
０
０
円

　

武
石
と
も
し
び
博
物
館　

　
　

TEL
85
・
２
４
７
４

岩
崎
信
子

朗
読
の
夕
べ
Ⅳ

　

芥
川
龍
之
介「
鼻
」と
堀
辰
雄「
大
和
路

か
ら　

浄
瑠
璃
寺
の
春
」の
朗
読
、フ
ル
ー

ト
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
も
あ
り
ま

す
。

●
日
時　

10
月
18
日
㈯
午
後
６
時
30
分
開

演（
６
時
開
場
）

●
場
所　

上
田
情
報
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
こ
と

ば
の
繭
ホ
ー
ル

●
出
演　

岩
崎
信
子
氏（
游
話
舎
代
表
・

元
信
越
放
送
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
）

●
定
員　

70
名

●
入
場
料　

前
売
券（
一
般
１
０
０
０
円
、

当
日
１
２
０
０
円
）は
情
報
ラ
イ
ブ
ラ

リ
ー
カ
ウ
ン
タ
ー
ま
で
。

　

上
田
情
報
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

TEL
29
・
０
２
１
０

第
11
回

民
話
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

●
日
時　

10
月
25
日
㈯
午
後
１
時
〜
４

時
、
26
日
㈰
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

●
場
所　

旧
西
塩
田
小
学
校
体
育
館

●
内
容　
「
じ
っ
く
り
語
る
民
話
の
世
界
」

（
25
日
）、
プ
ロ
の
話
芸「
噺は
な
し

家か

と
話
す

ひ
と
と
き
」、
民
話
活
動
団
体
に
よ
る

「
語
り
、
朗
読
、
紙
芝
居
」、
手
遊
び
、

展
示
な
ど（
26
日
）

●
参
加
費　

無
料

　

民
話
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実
行
委
員
会

　
　
（
斉
藤
）　

TEL
38
・
５
２
２
９

第
27
回
丸
子
四
季
の
里

総
合
文
化
祭

　

丸
子
文
化
協
会
に
加
盟
す
る
各
団
体
の

会
員
を
中
心
と
し
、
市
内
外
の
子
ど
も
か

ら
大
人
ま
で
が
参
加
し
て
行
う
総
合
文
化

祭
を
、
丸
子
文
化
会
館
セ
レ
ス
ホ
ー
ル
を

主
会
場
に
開
催
し
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
参

加
、
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

◇
総
合
美
術
展　

10
月
23
日
㈭
〜
26
日
㈰

午
前
９
時
〜
午
後
６
時（
26
日
は
３
時

ま
で
）。
入
場
無
料
。
会
員
以
外
の
個

人
作
品
募
集
中
。
締
め
切
り
は
10
月
21

日
㈫
ま
で
。

◇
お
茶
会　

10
月
26
日
㈰
午
前
10
時
〜
午

後
３
時
、
一
席
３
０
０
円
。

◇
ピ
ア
ノ
リ
レ
ー
コ
ン
サ
ー
ト（
丸
子
文

化
会
館
自
主
事
業
）　

10
月
26
日
㈰
午

前
９
時
〜
午
後
５
時
。
コ
ン
サ
ー
ト
参

加
費
５
０
０
円（
演
奏
記
念
Ｃ
Ｄ
作
成
・

送
料
代
）、
入
場
無
料
。

◇
丸
子
地
域
芸
能
祭　

11
月
３
日
㈪
午
前

９
時
30
分
〜
午
後
４
時（
予
定
）。
入
場

無
料
。

◇
華
道
展　

11
月
２
日
㈰
〜
３
日
㈪
午
前

９
時
30
分
〜
午
後
５
時（
３
日
は
４
時

ま
で
）。
入
場
無
料
。

◇
丸
子
洋
ら
ん
展　

10
月
30
日
㈭
〜
11
月

３
日
㈪
で
、
初
日
の
み
午
後
１
時
〜
６

時
、31
日
か
ら
午
前
９
時
〜
午
後
６
時
。

入
場
無
料
。

◇
丸
子
囲
碁
大
会　

11
月
２
日
㈰
午
前
９

時
〜
午
後
４
時
。
申
し
込
み
不
要
で
、

参
加
費（
一
人
１
０
０
０
円
・
昼
食
付
）

は
当
日
徴
収
。

　

丸
子
公
民
館　

TEL
42
・
３
１
４
７

室
賀
温
泉
さ
さ
ら
の
湯

温
泉
祭

●
日
時　

10
月
18
日
㈯
午
前
10
時
〜
午
後

４
時
ご
ろ

●
場
所　

室
賀
温
泉
さ
さ
ら
の
湯

●
内
容　

室
賀
の
里
豊
年
太
鼓
、
六
中
吹

奏
楽
部
の
演
奏
な
ど
、
焼
き
鳥
・
焼
き

そ
ば
・
飲
み
物
な
ど
の
出
店
、
わ
た
あ

催
し

��



　

染
屋
焼
は
日
用
的
な
焼
き
も
の
で
、
が
っ
ち

り
と
し
て
厚
ぼ
っ
た
く
、
と
て
も
重
い
の
が
特

徴
で
す
。
神
科
た
ん
ぼ
の
粘
土
を
使
い
、
鉄て
っ

砲ぽ
う

窯か
ま
ど

で
松
材
を
燃
料
に
１
２
０
０
〜
１
３
０
０
度

の
高
温
で
焼
い
た
も
の
で
す
。
こ
の
粘

土
は
火
熱
に
弱
い
た
め
、
小
さ
い
容
器

や
薄
手
の
も
の
は
焼
く
と
き
に
ゆ
が
ん

で
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
、
大
き
な
水
が

め
な
ど
厚
手
の
も
の
が
多
く
焼
か
れ
ま

し
た
。
窯か
ま

で
焼
く
と
き
に
粘
土
の
鉄
分

が
溶
け
出
し
、
松
灰
が
ふ
り
か
か
り
、

こ
れ
ら
が
自
然
の
う
わ
ぐ
す
り
と
な
っ

て
、
独
特
の
色
つ
や
を
も
っ
た
素
朴
な

焼
き
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

染
屋
焼
が
初
め
て
作
ら
れ
た
時
期
は
江
戸
時

代
の
中
ご
ろ
と
さ
れ
、
愛
知
県
常と
こ

滑な
め

の
職
人
が

技
術
を
伝
え
、
地
元
の
西
沢
一
門
を
中
心
に
受

け
継
が
れ
ま
し

た
。
窯
は
通
称
・

染
屋
坂
と
呼
ぶ
、

浄
水
場
脇
の
斜
面

に
構
え
ら
れ
、
多

い
と
き
に
は
七
つ

の
窯
が
あ
っ
た
こ

と
が
分
か
っ
て
い

ま
す
。
信
越
線
や

中
央
線
の
開
通
で
、
焼
き
も
の
の
大
量
移
送
が

可
能
に
な
り
、
一
大
産
地
の
瀬
戸
焼
や
常
滑
焼

が
普
及
し
た
た
め
、
染
屋
焼
は
衰
退
し
、
昭
和

初
期
に
窯
を
閉
じ
ま
し
た
。

　

市
内
で
は
今
で
も
、
畑
な
ど
で
染
屋
焼
の
水

が
め
を
見
か
け
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
観
賞
用

で
は
な
く
、
暮
ら
し
に
溶
け
込
ん
だ
焼
き
も
の

だ
と
言
え
ま
す
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
市
立

博
物
館
に
展
示
所
蔵
さ
れ
て
い
る
水
が
め
や
つ

ぼ
、
す
り
鉢
な
ど
66
点
が
国
の
重
要
民
俗
文
化

財
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

文
化
振
興
課　

TEL
23
・
６
３
６
１

う
え
だ
見
聞
録

染
屋
焼
コ
レ
ク
シ
ョ
ン（
博
物
館
）

め
・
豚
汁
の
無
料
サ
ー
ビ
ス
な
ど
。

　

室
賀
温
泉
さ
さ
ら
の
湯　

　
　

TEL
31
・
１
１
２
６

第
29
回
丸
子
体
育
祭

●
日
時

10
月
13
日
㈪
午
前
９
時
〜
正
午

●
内
容　

①
健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、
②
ち

び
っ
こ
相
撲
、
③
初
心
者
向
き
エ
ア
ロ

ビ
ク
ス
、
④
太
極
拳
、
⑤
グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
、⑥
ふ
わ
っ
と
テ
ニ
ス
、⑦
ビ
ー

チ
ボ
ー
ル
バ
レ
ー
、
⑧
親
子
遊
び
、
⑨

マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
。
①
②
は
事
前
申
し

込
み
が
必
要
で
す
。

●
場
所　

丸
子
総
合
体
育
館
周
辺（
①
〜

⑥
、
⑧
）、
丸
子
中
学
校（
⑦
）、
天
下

山
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
場（
⑨
）

●
参
加
費　

無
料

　

丸
子
総
合
体
育
館　

　
　

TEL
43
・
２
２
５
０

ふ
れ
あ
い
さ
な
だ
館

歌
謡
シ
ョ
ー

　

宮
原
教
室
の
皆
さ
ん
の
歌
謡
シ
ョ
ー
で

す
。
皆
さ
ん
お
誘
い
あ
わ
せ
の
う
え
ご
来

館
く
だ
さ
い（
入
館
料
必
要
）。

●
日
時　

10
月
16
日
㈬
午
後
０
時
30
分
〜

●
場
所　

ふ
れ
あ
い
さ
な
だ
館
大
広
間
ス

テ
ー
ジ

　

真
田
温
泉
ふ
れ
あ
い
さ
な
だ
館

　
　

TEL
72
・
２
５
０
０

「
渋
沢
孝
輔
の
望
郷

詩
篇
・
そ
の
他
」

　
「
地
域
の
文
化
を
支
え
た
人
々
」の
関
連

の
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。
最
終
回
６

回
目
の
今
回
は
、旧
真
田
町
出
身
の
詩
人
、

渋し
ぶ

沢さ
わ

孝た
か

輔す
け

に
つ
い
て
で
す
。

●
日
時　

10
月
25
日
㈯
午
後
１
時
30
分
〜

３
時

●
場
所　

上
田
情
報
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
セ
ミ

ナ
ー
ル
ー
ム

●
講
師　

宮み
や

沢ざ
わ

肇は
じ
め

氏（
日
本
現
代
詩
人
会
、

日
本
文
芸
家
協
会
等
会
員
、
詩
誌「
花
」

編
集
同
人
）

●
定
員　

30
名

　

上
田
情
報
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

　
　

TEL
29
・
０
２
１
０

山本鼎記念館

ケ
ヤ
キ
並
木

●観光会館

●市役所

上田城跡公園

●第二中学校
P

市民会館

展示場所
市立博物館

��



情報あ ･ら ･かるとInformation A La Carte

第
３
回
市
民
プ
ラ
ザ
・
ゆ
う

総
合
作
品
展

●
日
時　

10
月
18
日
㈯
午
前
10
時
〜
午
後

５
時
、
19
日
㈰
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

●
場
所　

市
民
プ
ラ
ザ
・
ゆ
う
、
中
央
公

民
館
中
庭（
太
極
拳
、
ハ
ワ
イ
ア
ン
フ

ラ
）

●
内
容　

作
品
展
示
及
び
発
表
、
活
動

内
容
に
つ
い
て
の
紹
介
と
バ
ザ
ー
。
18

日
／
作
品
販
売（
午
前
10
時
〜
）、
19
日

／
茶
席（
午
前
10
時
〜
午
後
２
時
）、
太

極
拳
発
表（
午
後
０
時
30
分
〜
午
後
１

時
）、
ハ
ワ
イ
ア
ン
フ
ラ
発
表（
午
後
１

時
30
分
〜
２
時
）

　

市
民
プ
ラ
ザ
・
ゆ
う

　
　

TEL
27
・
２
９
８
８

出
か
け
よ
う

「
筑
北
方
面
史
跡
め
ぐ
り
」

　

筑
北
村
・
麻
績
村
の
国
重
文
、
県
宝
、

県
史
跡
等
文
化
財
を
訪
ね
ま
す
。

●
日
時　

10
月
19
日
㈰
午
前
７
時
30
分
〜

午
後
５
時

●
場
所　

筑
北
方
面（
修
那
羅
の
石
仏
、

旧
坂
井
村
民
俗
資
料
館
、
安
養
寺
、
麻

績
神
明
宮
、
麻
績
宿
、
麻
績
氏
館
跡
、

福
満
寺
、
碩
水
寺
、
仁
熊
大
日
堂
ほ
か
）

●
定
員　

40
名

●
参
加
費　

３
５
０
０
円（
バ
ス
、
資
料

代
）

●
持
ち
物　

昼
食
、
飲
み
物

●
申
し
込
み　

参
加
料
を
添
え
て
博
物
館

窓
口
へ
。

　

上
田
市
立
博
物
館　

　
　

TEL
22
・
１
２
７
４

第
31
回

上
田
市
高
齢
者
文
化
祭

●
日
時　

10
月
18
日
㈯
午
前
10
時
〜
午
後

３
時
、
19
日
㈰
午
前
９
時
〜
午
後
２
時

●
場
所　

高
齢
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

●
内
容　

ク
ラ
ブ
会
員
の
作
品
展
示
、
ス

テ
ー
ジ
発
表
、
交
流（
卓
球
、
ダ
ン
ス
、

茶
席
な
ど
）。
武
石
音
頭
・
武
石
小
唄

を
愛
し
保
存
す
る
会（
18
日
）、
舞
ド

リ
ー
ム
キ
ッ
ズ（
19
日
）。
豚
汁
の
無
料

配
布（
無
く
な
り
次
第
終
了
）、
手
工
芸

品
・
野
菜
・
果
物
・
特
製
弁
当
な
ど
の

販
売
。

※
オ
レ
ン
ジ
バ
ス
の
各
コ
ー
ス
に
無
料
送

迎
バ
ス
を
運
行
し
ま
す
。

　

詳
細
は
、
高
齢
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
な
ど

に
あ
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

　

高
齢
者
福
祉
セ
ン
タ
ー　

　
　

TEL
22
・
４
１
１
９

上
田
レ
デ
ィ
ー
ス
オ
ー
プ
ン

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
交
流
大
会

　

第
７
回
上
田
レ
デ
ィ
ー
ス
・
オ
ー
プ
ン

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
交
流
大
会
へ
の
参
加
者
を

募
集
し
ま
す
。

●
日
時　

11
月
２
日
㈰
午
前
９
時
受
付
開

始
、
９
時
30
分
試
合
開
始

●
場
所　

自
然
運
動
公
園
総
合
体
育
館

●
内
容　

ク
ラ
ス
別
の
ダ
ブ
ル
ス
３
部
門

（
上
級
、
中
級
、
初
心
者
・
初
級
）

●
対
象　

市
内
及
び
近
隣
の
レ
デ
ィ
ー
ス

●
持
ち
物　

試
合
に
必
要
な
格
好
、
普
通

の
水
鳥
球（
試
合
球
と
し
て
持
ち
寄
り
）

●
参
加
費　

１
組
２
０
０
０
円（
当
日
持

参
）

●
申
し
込
み　

10
月
24
日
㈮
ま
で
に
、
所

定
の
申
込
書
で
上
田
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協

会
事
務
局
へ
。

　

上
田
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会
事
務
局

　
　
（
金
井
）　

TEL
27
・
４
３
２
０

乳
児
院
の

母
と
子
の
集
い

　

手
作
り
お
や
つ
を
親
子
で
食
べ
、
紙
芝

居
や
劇
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

●
日
時　

10
月
17
日
㈮
午
前
９
時
15
分
〜

11
時

●
場
所　

乳
児
院（
産
院
の
西
隣
り
）

●
対
象　

６
〜
24
か
月
児
と
そ
の
保
護
者

●
定
員　

先
着
10
組

●
申
し
込
み　

10
月
11
日
㈯
〜
15
日
㈬
の

午
前
８
時
30
分
〜
11
時
に
、
電
話
で
乳

児
院
へ
。

　

乳
児
院　

TEL
27
・
４
４
０
８

二
胡
の
調
べ
＆

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
カ
ラ
オ
ケ

　

今
年
も「
第
11
回
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン

サ
ー
ト
」を
開
催
し
ま
す
。

●
日
時　

10
月
26
日
㈰
午
前
９
時
30
分
開

演（
９
時
開
場
）

●
場
所　

上
田
文
化
会
館
ホ
ー
ル

催
し

＜広告欄＞
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tel.22･4100㈹  fax.25･4100㈹

tel.72･2200㈹  fax.72･4140㈹

tel.42･3100㈹  fax.43･3666㈹

tel.85･2311㈹  fax.85･2313㈹

上田市役所

真田地域自治センター 武石地域自治センター

丸子地域自治センター

催
し

●
出
演　

宮
下
賢け
ん

氏（
作
曲
家
・
歌
手
）、

久
保
里
子
氏（
長
野
二
胡
楽
友
会
ハ
ー

モ
ニ
ー
主
宰
）

●
入
場
料　

１
０
０
０
円

　

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
実
行
委

員
会　

TEL
21
・
０
５
２
５

上
田
・
城
下
町

真
田
十
勇
士
高
札
め
ぐ
り

　
「
海
野
町
」「
柳
町
」「
西
脇
」な
ど
の
旧
町

名
を
多
く
の
皆
さ
ん
に
知
っ
て
い
た
だ
く

た
め
、
市
内
各
所
の
真
田
十
勇
士
高
札
板

を
め
ぐ
る
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
を
開
催
し
ま

す（
小
雨
決
行
）。

●
日
時　

11
月
９
日
㈰
午
後
１
時
ス
タ
ー

ト（
０
時
45
分
集
合
）

●
集
合
場
所　

上
田
城
東ひ
が
し

虎こ

口ぐ
ち

櫓や
ぐ
ら

門
前

●
参
加
費　

２
０
０
円（
保
険
代
・
当
日

徴
収
）

●
持
ち
物　

雨
具
、
筆
記
用
具

●
申
し
込
み　

10
月
31
日
㈮
ま
で
に
、
所

定
の
申
込
書
に
記
入
の
う
え
、
上
田
・

城
下
町
活
性
会
事
務
局
へ（
小
学
生
以

下
の
方
は
保
護
者
同
伴
。
グ
ル
ー
プ
参

加
歓
迎
）。

　

上
田
・
城
下
町
活
性
会
事
務
局（
上

田
商
工
会
議
所
内
）　

　
　

TEL
22
・
４
５
０
０

う
え
だ
環
境
フ
ェ
ア

●
日
時　

10
月
18
日
㈯
午
前
10
時
〜
午
後

３
時

●
場
所　

上
田
創
造
館

●
内
容　

環
境
、
リ
サ
イ
ク
ル
な
ど
に
関

す
る
展
示
、
実
演
な
ど（
入
場
無
料
）。

　

臨
時
駐
車
場（
コ
リ
ア
ン
ダ
イ
ニ
ン
グ

南
山
）を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

生
活
環
境
課　

TEL
23
・
５
１
２
０

募集
上田市公の施設の指定管理者を
募集します
　平成21年度から上田市公の施設の管理を行ってい
ただく指定管理者を募集します。
　応募を希望される団体・企業などは各施設の募集
要項及び仕様書などを確認のうえ、各担当課に直接
申し込んでください。

＜広告欄＞

●募集施設
・上田市市民の森施設
　（テニスコート、体育館、多目的グラウンド、スケー
ト場、わしば山荘、公園）

　応募先　 体育課　TEL23･6372
・放課後児童施設
　（児童館・児童センター９館、児童クラブ19館・
　児童館と児童クラブ併設１館）
　応募先　 学校教育課　TEL23･5101

●主な業務　施設の運営及び維持管理など。詳細は、
各施設の募集要項及び仕様書を参照し
てください。

●応募資格　個人以外の企業・団体などで、指定管
理期間中、安定して施設経営を行える
方。詳細は、各施設の募集要項を参照
してください。

●応募方法　上田市公の施設の指定管理者の指定申
請書（様式第１号）、上田市公の施設事
業計画書（様式第２号）並びに申請に必
要な書類を添付し、各施設の担当課に
持参、または郵送してください。

●応募締切　10月24日㈮必着
　 行政改革推進室　
　　TEL22･4100（内線1932）

��



情報あ ･ら ･かるとInformation A La Carte

海
野
町
フ
ー
ド
サ
ミ
ッ
ト

２
０
０
８

　

商
店
街
イ
ベ
ン
ト「
海
野
町
フ
ー
ド
サ

ミ
ッ
ト
２
０
０
８
」を
開
催
し
ま
す
。
地

元
産
の
美お

味い

し
い
食
材
と
メ
ニ
ュ
ー
を
そ

ろ
え
た
屋
台
・
レ
ス
ト
ラ
ン
が
集
合
！
秋

の
夜
長
を
ゆ
っ
く
り
、
歩
行
者
天
国
の
海

野
町
通
り
で
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

●
日
時　

10
月
18
日
㈯
午
後
３
時
〜
10
時

●
場
所　

海
野
町
商
店
街（
歩
行
者
天
国
）

　

海
野
町
商
店
街
振
興
組
合

　
　

TEL
22
・
９
３
０
１

長
野
病
院
行
事

◇
み
ど
り
が
丘
ま
つ
り（
病
院
祭
）

●
日
時　

10
月
25
日
㈯
午
前
９
時
30
分
〜

午
後
３
時
30
分

●
場
所　

長
野
病
院
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー

ル
ほ
か

●
内
容　

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
・
チ
ェ
ッ
ク
ラ

リ
ー
（
先
着
30
名
・
午
前
９
時
30
分
〜
）

＆
Ａ
Ｅ
Ｄ
体
験
、
市
民
公
開
講
座「
四

川
大
地
震
医
療
チ
ー
ム
に
参
加
し
て
」

（
高
野
博
子
看
護
師
長
）、
合
唱
＆
フ

ル
ー
ト
コ
ン
サ
ー
ト（
上
田
市
民
吹
奏

楽
団
、
新
田
自
治
会
・
分
館
、
長
野
病

院
附
属
看
護
学
校
）、
作
品
展
示
、
綿

菓
子
や
野
菜
・
果
物
な
ど
の
即
売
、
病

院
内
の
探
検
ツ
ア
ー
。

◇
り
ん
ど
う
祭（
附
属
看
護
学
校
学
園
祭
）

●
日
時　

10
月
24
日
㈮
・
25
日
㈯
午
前
10

時
〜
午
後
３
時

●
場
所　

長
野
病
院
附
属
看
護
学
校

●
内
容　

寸
劇
、
バ
ザ
ー
、
作
品
展
示
、

茶
道
、
献
血（
24
日
の
み
）、
看
護
学
生

手
作
り
食
堂

※
25
日
の
み
時
間
内
の
入
退
場
者
は
、
駐

車
料
無
料
と
な
り
ま
す
。

　

長
野
病
院　

TEL
22
・
１
８
９
０

企
業
の
防
災（
減
災
）と

事
業
継
続
セ
ミ
ナ
ー

　

新
潟
中
越
沖
地
震
で
被
災
し
た
企
業
担

当
者
を
講
師
に
招
き
、
事
業
の
継
続
に
お

い
て
有
事
を
想
定
し
た
対
応
策
を
事
前
に

定
め
る
こ
と
の
重
要
性
を
学
び
ま
す
。

●
日
時　

10
月
23
日
㈭
午
後
１
時
30
分
〜

３
時
30
分

●
場
所　

丸
子
ふ
れ
あ
い
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

３
階

●
講
師　

㈱
リ
ケ
ン
事
業
管
理
室
ほ
か

●
参
加
費　

無
料

●
申
し
込
み　

10
月
17
日
㈮
ま
で
に
電
話

で
事
務
局
へ
。

　

丸
子
工
業
振
興
会
事
務
局（

産
業

観
光
課
内
）　

TEL
42
・
１
０
４
７

長
野
盲
学
校

第
２
回
学
校
開
放

●
日
時　

10
月
24
日
㈮
午
前
９
時
〜
午
後

０
時
30
分

●
場
所　

長
野
県
長
野
盲
学
校（
長
野
市

北
尾
張
部
）

●
内
容　

授
業
公
開
、
視
覚
障
害
者
ス

ポ
ー
ツ
の
紹
介
、
教
材
教
具
・
学
習
機

器
・
視
覚
障
害
者
用
生
活
用
品
の
展
示
、

は
り
・
灸き
ゅ
う

・
マ
ッ
サ
ー
ジ
の
実
習
な
ど
。

　

長
野
県
長
野
盲
学
校　

　
　

TEL
０
２
６
・
２
４
３
・
７
７
８
９

丸
子
金
子
図
書
館
ま
つ
り

●
日
時　

10
月
18
日
㈯
午
前
10
時
〜
午
後

４
時

●
場
所　

丸
子
金
子
図
書
館　

●
内
容　
「
菜
の
花
会
」の
皆
さ
ん
に
よ

る
お
は
な
し
会（
午
前
10
時
〜
10
時
30

分
）、
折
り
紙
工
作「
秋
の
く
だ
も
の
」

（
午
前
10
時
45
分
〜
11
時
30
分
）、
製
本

講
習
会（
午
後
１
時
〜
３
時
、
先
着
10

名
、
材
料
費
３
０
０
円
。
10
月
17
日
㈮

ま
で
に
電
話
で
丸
子
金
子
図
書
館
へ
）。

　

丸
子
金
子
図
書
館　

　
　

TEL
42
・
２
４
１
４

千
曲
川
の
整
備
に
関
す
る

住
民
懇
談
会

　

国
土
交
通
省
千
曲
川
河
川
事
務
所
で

は
、
こ
れ
か
ら
お
お
む
ね
30
年
間
で
行

う
千
曲
川
の
整
備
内
容
を
決
め
る「
信
濃

川
水
系
河
川
整
備
計
画
」の
策
定
作
業
を

行
っ
て
い
ま
す
。
地
域
の
皆
さ
ん
の
意
見

を
反
映
す
る
た
め
、
住
民
懇
談
会
を
開
催

し
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
お
聞

か
せ
く
だ
さ
い
。

●
日
時　

10
月
27
日
㈪
午
後
６
時
30
分
〜

８
時

●
場
所　

中
央
公
民
館
２
階
第
１
会
議
室

催
し

＜広告欄＞
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●
定
員　

50
名
程
度（
事
前
申
し
込
み
不

要
）

　

土
木
課　

TEL
23
・
５
１
２
６

　
　

千
曲
川
河
川
事
務
所
調
査
課　

　
　

TEL
０
２
６
・
２
２
７
・
９
４
３
４

講
座
・
教
室

ス
テ
キ
な
パ
パ
に
な
り
た
い

人
の
た
め
の
講
座
２
０
０
８

●
日
時　

10
月
18
日
㈯
午
前
10
時
〜
正
午

●
場
所　

シ
ナ
ノ
ケ
ン
シ
株
式
会
社
上
田

事
務
所
４
階
研
修
室

●
演
題　
「
携
帯
、
ゲ
ー
ム
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
は
子
ど
も
に
と
っ
て
有
害
？
無

害
？
」

●
講
師　

中
島
直な
お

美み

氏（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
マ

ザ
ー
ポ
ー
ト
・
Ｉ
Ｔ
長
野
代
表
）

　

子
育
て
家
族
応
援
事
業
実
行
委
員
会

事
務
局（

子
育
て
・
子
育
ち
支
援

課
内
）　

TEL
23
・
５
１
０
６

明日をひらいた上田の人々

中
なか

村
むら

直
なお

人
んど

（1905～1981)

脱俗の芸術家－彫刻家で画家

　

文
化
振
興
課　

TEL
23
・
６
３
６
１

　

大
正
期
中
ご
ろ
、
山
本
鼎
が

提
唱
し
た「
農
民
美
術
」と「
児
童

自
由
画
教
育
」の
二
つ
の
運
動
の

発
祥
の
地
、
神
川
村
黒
坪（
現
上

田
市
）で
生
を
う
け
た
直
人
は
、

リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
農
民
美
術
、

児
童
自
由
画
教
育
の
誕
生
を
直

視
し
、
そ
の
渦
中
で
小
学
校
時

代
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

15
歳
の
時
、
直
人
は
山
本
鼎
の
世
話
で
上
京
し
、

木
彫
家
吉よ
し

田だ

白は
く

嶺れ
い

の
木き

心し
ん

社し
ゃ

に
入
門
。
兄
弟
子
の
松ま
つ

村む
ら

外そ
と

次じ

郎ろ
う

よ
り
木
彫
の
手
ほ
ど
き
を
受
け
、
小こ

杉す
ぎ

法ほ
う

庵あ
ん

に
デ
ッ
サ
ン
を
習
い
、
自
己
の
彫
刻
表
現
の
模
索

が
始
ま
り
ま
し
た
。
大
正
14
年
、
直
人
21
歳
で
院
展

初
入
選
、
以
後
連
続
入
選
し
大
正
15
年
に
日
本
美
術

院
賞
を
受
賞
。
昭
和
10
年
に
は
院
展
同
人（
会
員
）に

推
挙
さ
れ
、
日
本
の
彫
刻
界
の
新
風
と
し
て
頭
角
を

現
し
始
め
ま
し
た
。

　

終
戦
後
は
、
新
日
本
美
術
会
創
設
に
参
加
し
、
日

展
を
始
め
各
種
展
覧
会
に
出
品
し
ま
し
た
。そ
の
後
、

以
前
か
ら
親
交
を
深
め
て
い
た
画
家
で
彫
刻
家
の
藤ふ
じ

田た

嗣つ
ぐ

治は
る

が
フ
ラ
ン
ス
に
渡
り
、
そ
の
藤
田
か
ら
の
強

い
勧
め
や
若
い
こ
ろ
か
ら
の
渡
仏
留
学
の
夢
の
実
現

の
た
め
、
47
歳
ま
で
日
本
で
築
き
上
げ
た
彫
刻
家
と

し
て
の
地
位
も
安
定
し
た
生
活
も
、
な
に
よ
り
上
質

な
木
彫
作
品
で
日
本
一
流
と
し
て
注
目
を
集
め
て
い

た
直
人
は
す
べ
て
を
捨
て
て
渡
仏
し
ま
し
た
。

　

パ
リ
に
渡
っ
た
直
人
は
、
昭
和
28
年
パ
リ
展
で
大

成
功
し
、そ
の
後
何
度
か
個
展
を
開
き
話
題
と
な
り
、

滞
欧
12
年
の
間
に
彫
刻
家
か
ら
国
際
的
な
画
家
に
見

事
な
変
身
を
遂
げ
ま
し
た
。

　

昭
和
39
年
に
日
本
へ
帰
国
。
同
年
、
滞
欧
作
展
で

パ
リ
生
活
12
年
の
成
果
を
証
明
し
ま
し
た
。そ
の
後
、

二に

科か

会か
い

に
招
か
れ
、
昭
和
55
年
に
は
内
閣
総
理
大
臣

賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
帰
国
後
は
、
第
一
歩
か
ら
の

出
直
し
で
し
た
が
様
々
な
分
野
の
芸
術
に
挑
戦
し
、

完
全
に
日
本
の
美
術
界
に
復
帰
し
ま
し
た
。

　

西
洋
東
洋
の
枠
を
越
え
た
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
な
作

品
を
た
く
さ
ん
残
し
て
、
昭
和
56
年
、
76
歳
の
生
涯

を
終
え
ま
し
た
。

【
中
村
直
人
展
】

　

昭
和
39
年
に
帰
国
す
る
ま
で
パ
リ
で
制
作
し
た
作

品
や
ス
ケ
ッ
チ
帳
な
ど
の
資
料
を
合
せ
て
展
示（
入

場
無
料
）。

●
期
日　

10
月
29
日
㈬
〜
11
月
３
日
㈪

●
場
所　

上
田
創
造
館
２
階
美
術
館

＜広告欄＞
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サ
ロ
ン
ト
ー
ク

池
波
正
太
郎
と
芝
居

　

作
家
・
池
波
正
太
郎
の
原
点
と
も
い
え

る「
芝
居
」を
テ
ー
マ
に
し
た
講
座
で
す
。

●
日
時　

10
月
31
日
㈮
午
後
２
時
〜

　
（
１
時
間
30
分
程
度
）

●
場
所　

池
波
正
太
郎
真
田
太
平
記
館
交

流
サ
ロ
ン

●
出
演　

鶴つ
る

松ま
つ

房ふ
さ

治は
る

氏（
当
館
指
導
員
）

●
参
加
費　

５
０
０
円（
ド
リ
ン
ク
付
）

●
定
員　

先
着
30
名

●
申
し
込
み　

前
日
ま
で
に
電
話
で
池
波

正
太
郎
真
田
太
平
記
館
へ
。

　

池
波
正
太
郎
真
田
太
平
記
館　

　
　

TEL
28
・
７
１
０
０

森
林
整
備
体
験

「
森
の
学
校
」を
開
催

　

森
林
づ
く
り
体
験
、
ま
る
ご
と
チ
キ
ン

の
ハ
ー
ブ
焼
き
、
木
の
実
の
ド
リ
ー
ム

キ
ャ
ッ
チ
ャ
ー
づ
く
り
を
楽
し
み
ま
し
ょ

う（
一
部
、
内
容
変
更
の
場
合
が
あ
り
ま

す
）。

●
日
時　

10
月
25
日
㈯
午
前
９
時
〜
午
後

３
時
ご
ろ

●
場
所　

市
民
の
森
公
園
キ
ャ
ン
プ
場
ほ

か
●
対
象　

小
中
学
生
と
そ
の
家
族

●
定
員　

40
名

●
参
加
費　

５
０
０
円

●
申
し
込
み　

事
前
に
電
話
で
森
林
整
備

課
へ
。

　

森
林
整
備
課　

TEL
23
・
５
１
２
４

実
践
の
た
め
の

健
康
セ
ミ
ナ
ー

●
日
時　

10
月
17
日
㈮
午
後
１
時
15
分
〜

３
時
30
分

●
場
所　

丸
子
保
健
セ
ン
タ
ー

●
内
容　

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

予
防
の
た
め
の
学
習
と
運
動（
〜
栄
養
・

調
理
実
習
編
〜
間
食
・
嗜し

好こ
う

品ひ
ん

の
目
安

の
つ
け
方
〜
）

●
対
象　

お
お
む
ね
65
歳
ま
で
の
方

●
定
員　

30
名

●
資
料
代　

１
０
０
円

　

丸
子
保
健
セ
ン
タ
ー　

　
　

TEL
42
・
１
１
１
７

長
野
大
学
ノ
ー
ト
テ
イ
カ
ー

養
成
講
座

　

長
野
大
学
で
は
聴
覚
障
害
の
あ
る
学
生

へ
の
授
業
の
情
報
保
障
と
し
て
、
ノ
ー
ト

テ
イ
ク
支
援
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ノ
ー

ト
テ
イ
ク
と
は
、
用
紙
へ
の
手
書
き
、
ま

た
は
パ
ソ
コ
ン
で
の
文
字
入
力
に
よ
り
、

話
し
の
内
容
を
要
約
し
伝
え
る
方
法
で

す
。
こ
の
講
座
を
受
講
し
、
ノ
ー
ト
テ
イ

カ
ー
と
し
て
ご
協
力
い
た
だ
け
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

●
日
時　

10
月
18
日
㈯
午
前
10
時
30
分
〜

午
後
６
時

●
場
所　

長
野
大
学
２

－

２
０
３
教
室

●
講
師　

太
田
晴
康
氏（
静
岡
福
祉
大
学

社
会
福
祉
学
部
教
授
・
本
学
非
常
勤
講

師
）

●
定
員　

30
名
程
度

●
申
し
込
み　

事
前
に
電
話
で
長
野
大
学

学
生
支
援
課
ま
で（
受
講
料
無
料
）。

　

長
野
大
学
学
生
支
援
課

　
　

TEL
39
・
０
０
２
８

パ
ソ
コ
ン
シ
ニ
ア
塾

第
８
期
生
募
集

●
日
時　

10
月
24
日
〜
平
成
21
年
１
月
23

日
の
毎
金
曜
日
、午
前
10
時
〜
正
午（
全

12
回
。
12
月
26
日
、
翌
年
１
月
２
日
は

休
講
）

●
場
所　

マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
情
報
セ
ン

タ
ー

●
対
象　

パ
ソ
コ
ン
初
心
者
で
60
歳
以
上

の
方

●
定
員　

16
名（
応
募
多
数
の
場
合
は
抽

選
。
最
小
催
行
人
数
５
名
）

●
内
容　

パ
ソ
コ
ン
の
基
本
操
作
と
ワ
ー

ド
入
門
編

※
テ
キ
ス
ト
に
沿
っ
て
各
自
で
勉
強
し
ま

す
。
わ
か
ら
な
い
と
こ
ろ
は
個
別
に
お

教
え
し
ま
す
。

●
パ
ソ
コ
ン　

セ
ン
タ
ー
の
パ
ソ
コ
ン
を

使
用
。
自
分
の
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン（
マ

イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
・
ワ
ー
ド
が
イ
ン
ス

ト
ー
ル
さ
れ
て
い
る
も
の
）を
持
っ
て

い
る
方
は
持
参
も
可
。

●
受
講
料　

１
万
２
０
０
０
円（
２
回
払

い
。
テ
キ
ス
ト
代
別
途
）

●
申
し
込
み　

10
月
17
日
㈮
ま
で
に
電
話

で
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
情
報
セ
ン
タ
ー

へ
。

　

マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
情
報
セ
ン
タ
ー　

　
　

TEL
39
・
１
０
０
０

講
座
・
教
室

＜広告欄＞

��



tel.22･4100㈹  fax.25･4100㈹

tel.72･2200㈹  fax.72･4140㈹

tel.42･3100㈹  fax.43･3666㈹

tel.85･2311㈹  fax.85･2313㈹

上田市役所

真田地域自治センター 武石地域自治センター

丸子地域自治センター

女
性
の
就
職
支
援
講
座

　

女
性
の
円
滑
な
再
就
職
支
援
を
図
る
た

め
、
就
職
活
動
の
心
構
え
や
ポ
イ
ン
ト
、

面
接
対
策
な
ど
の
講
習
と
仕
事
に
役
立
つ

パ
ソ
コ
ン
の
実
技
研
修
を
合
わ
せ
た
２
日

間
の
支
援
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

●
期
日
／
内
容　

11
月
６
日
㈭
／
Ｐ
Ｃ
研

修
エ
ク
セ
ル（
初
級
）、
11
月
13
日
㈭
／

面
接
対
策
講
座
、
Ｐ
Ｃ
研
修
エ
ク
セ
ル

（
初
級
）

●
時
間　

い
ず
れ
も
午
前
10
時
〜
正
午

●
対
象　

女
性

●
定
員　

20
名

●
費
用　

３
０
０
０
円（
２
歳
児
以
上
の

託
児
代
含
む
）

●
そ
の
他　

雇
用
保
険
受
給
中
の
方
は
求

職
活
動
と
し
て
認
定
さ
れ
ま
す
。

●
申
し
込
み　

10
月
９
日
㈭
か
ら
電
話
で

マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
情
報
セ
ン
タ
ー
へ
。

　

マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
情
報
セ
ン
タ
ー　

　
　

TEL
39
・
１
０
０
０

ビ
ジ
ネ
ス
コ
ー
ス

仕
事
の
基
本
セ
ミ
ナ
ー

　

職
場
で
す
ぐ
実
践
で
き
る
考
え
方
と
手

法
を
話
し
合
い
な
が
ら
学
ぶ
セ
ミ
ナ
ー
で

す
。

●
日
時　

10
月
10
日
㈮
午
後
６
時
30
分
〜

８
時

●
内
容　

仕
事
の
ユ
ニ
ー
ク
な
ア
イ
デ
ア

を
引
き
出
す
方
法―

だ
れ
が
主
役
、
ど

こ
の
問
題
、
い
つ
の
問
題―

●
場
所　

上
田
情
報
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
セ
ミ

ナ
ー
ル
ー
ム

●
講
師　

末す
え

広ひ
ろ

繁し
げ

和か
ず

氏（
中
小
企
業
診
断

士
）

●
資
料
代　

５
０
０
円

●
対
象　

中
小
規
模
事
業
所
、
個
人
事
業

者
、
起
業
者
、
従
業
員
、
個
人　

●
申
し
込
み　

前
日
ま
で
に
電
話
で
上
田

情
報
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
へ
。

　

上
田
情
報
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー　
　
　
　

　
　

TEL
29
・
０
２
１
０

上
小
手
話
サ
ー
ク
ル

秋
の
手
話
入
門
講
座

　

手
で
お
話
し
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

●
日
時　

10
月
17
日
〜
11
月
28
日
の
毎
金

曜
日
、
午
後
７
時
〜
９
時（
全
６
回
。

10
月
31
日
は
休
講
）

●
場
所　

ふ
れ
あ
い
福
祉
セ
ン
タ
ー

●
定
員　

30
名

●
受
講
料　

４
０
０
円（
テ
キ
ス
ト
代
含

む
）

●
申
し
込
み　

10
月
15
日
㈬
ま
で
に
電
話

で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
へ
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー　

　
　

TEL
25
・
２
６
２
９

募
集

人
権
啓
発
作
品
を

募
集
し
ま
す

　

人
権
同
和
教
育
及
び
人
権
啓
発
の
推
進

の
た
め
作
品
を
募
集
し
ま
す
。
小
中
学
生

は
学
校
を
通
し
て
別
途
募
集
し
ま
す
。

●
募
集
内
容　

①
ポ
ス
タ
ー
／
四
つ
切

画
用
紙
の
大
き
さ
で
画
材
自
由（
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
を
除
く
）、

②
作
文
／
４
０
０
字
詰
め
原
稿
用
紙
６

枚
以
内
、
③
詩（
短
歌
も
可
）
／
②
に

同
じ
、
④
標
語
／
字
数
20
字
前
後

●
応
募
点
数　

①
②
③
は
一
人
１
点
、
④

は
一
人
２
点
ま
で
。

●
応
募
方
法　

11
月
17
日
㈪
〜
26
日
㈬
の

間
に
、
ポ
ス
タ
ー
は
裏
面
に
、
作
文
・

詩（
短
歌
）・
標
語
は
表
面
に
住
所
、
氏

名
を
記
入
し
、
生
涯
学
習
課
へ
郵
送

（
〒
３
８
６

－

０
０
２
５
天
神
２

－

４

－

55
）、
ま
た
は
直
接
ご
持
参
く
だ
さ

い
。
各
地
域
教
育
事
務
所
で
も
受
け
付

け
て
い
ま
す
。
最
優
秀
作
品
は
人
権
作

品
集
に
掲
載
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、
各

公
民
館
、
生
涯
学
習
課
、
各
地
域
教
育

事
務
所
に
募
集
要
項
が
あ
り
ま
す
の
で

ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

生
涯
学
習
課　

TEL
23
・
６
３
７
０

　
　

社
会
教
育
課　

TEL
42
・
６
６
８
２

　
　

真
田
地
域
教
育
事
務
所　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

TEL
72
・
２
６
５
５

　
　

武
石
地
域
教
育
事
務
所　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

TEL
85
・
２
０
３
０

講
座
・
教
室
／
募
集

有料広告掲載のお問い合わせは、 上田市秘書課（☎ 23・5149）または有限会社トミー企画（☎ 23・1706）へ。 
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写
真
コ
ン
テ
ス
ト
作
品
募
集

「
上
田　

秋
の
風
物
詩
」

　
「
う
え
だ
の
四
季
」写
真
コ
ン
テ
ス
ト
、

秋
の
部
の
応
募
作
品
を
募
集
し
ま
す
。
入

賞
作
品
は
年
間
を
通
じ
た
コ
ン
テ
ス
ト
の

審
査
の
対
象
と
な
り
ま
す
。
皆
さ
ん
の
応

募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
作
品　

紅
葉
や
収
穫
な
ど
市
内
の
秋
の

風
景
を
題
材
と
し
た
自
作
・
未
発
表
の

写
真
で
、
四
つ
切
サ
イ
ズ
に
プ
リ
ン
ト

し
た
も
の（
四
つ
切
ワ
イ
ド
不
可
、
デ

ジ
カ
メ
の
場
合
は
Ａ
４
可
）。
一
人
５

点
以
内
。

●
応
募
締
切　

12
月
19
日
㈮

●
応
募
先　

市
役
所
商
工
課
、
ま
た
は
観

光
課
。
詳
し
く
は
市
役
所
商
工
課
、
観

光
課
、
各
地
域
自
治
セ
ン
タ
ー
に
あ
る

募
集
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

商
工
課　

TEL
23
・
５
３
９
６

　
　

観
光
課　

TEL
23
・
５
４
０
８

明
る
い
選
挙
啓
発
標
語
募
集

　

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
投
票
へ
の
参
加
の

呼
び
か
け
と
、
明
る
く
き
れ
い
な
選
挙
の

推
進
を
テ
ー
マ
と
す
る
標
語
を
募
集
し
ま

す
。

●
募
集
内
容　

投
票
参
加
と
明
る
い
選
挙

推
進
に
関
す
る
も
の
で
一
人
１
点
、
未

発
表
の
も
の
に
限
り
ま
す
。

●
応
募
方
法　

標
語
、
住
所
、
氏
名
、
年

齢
、
性
別
、
電
話
番
号
を
は
が
き
、
ま

た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
、
11
月
14

日
㈮
ま
で
に
選
挙
管
理
委
員
会
へ
応
募

し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
Ｅ
メ
ー
ル
の

場
合
は
、
必
ず
件
名
を「
選
挙
啓
発
標

語
応
募
」と
し
て
く
だ
さ
い
。

●
応
募
先　

〒
３
８
６

－

８
６
０
１（
住

　

所
不
要
）上
田
市
選
挙
管
理
委
員
会「
選

挙
啓
発
標
語
」係（
FAX
26
・
５
０
４
８
／

　

Ｅ
メ
ー
ルsenkan@

city.ueda.nagano.
jp

）

●
入
選
作
品　

入
選
作
品
は
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
な
ど
で
公
表
し
、
選
挙
の
啓
発

な
ど
明
る
い
選
挙
推
進
に
広
く
活
用
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ま
た
、
入
選
者

に
は
賞
状
と
記
念
品
を
贈
呈
し
ま
す
。

　

上
田
市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局　

　
　

TEL
23
・
５
４
３
８

里
親
を
募
集
し
て
い
ま
す

　

親
の
病
気
や
家
出
、
離
婚
な
ど
、
い
ろ

い
ろ
な
事
情
に
よ
り
家
庭
で
生
活
で
き
な

い
子
ど
も
が
い
ま
す
。
里
親
制
度
は
児
童

福
祉
法
に
基
づ
い
て
、
里
親
と
な
る
こ
と

を
希
望
す
る
方
に
こ
の
よ
う
な
子
ど
も
た

ち
を
、
自
分
の
家
庭
に
迎
え
入
れ
て
養
育

を
お
願
い
す
る
制
度
で
す
。
子
ど
も
の
養

育
費
は
県
か
ら
支
給
さ
れ
、
扶
養
控
除
の

対
象
に
も
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
児
童
福
祉
施
設
に
入
所
し
て
い

る
子
ど
も
を
週
末
や
正
月
な
ど
に
受
け
入

れ
、
家
庭
で
生
活
体
験
を
さ
せ
て
い
た
だ

く
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
も
募
集
し
て
い
ま

す
。

　

県
庁
こ
ど
も
・
家
庭
福
祉
課　

　
　

TEL
０
２
６
・
２
３
５
・
７
０
９
９

　
　

長
野
県
中
央
児
童
相
談
所

　
　

TEL
０
２
６
・
２
２
８
・
０
４
４
１

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の

職
員
を
募
集
し
ま
す

●
採
用
予
定
人
員　

若
干
名

●
募
集
職
種　

正
規
職
員（
保
健
師
、
看

護
師
、
社
会
福
祉
士
）、
臨
時
職
員（
保

健
師
、
看
護
師
・
介
護
支
援
専
門
員
）

●
応
募
資
格　

正
規
職
員
は
59
歳
以
下
の

方
、
臨
時
職
員
は
64
歳
以
下
の
方
で
、

保
健
師
、
看
護
師（
地
域
ケ
ア
、
地
域

保
健
な
ど
業
務
経
験
の
あ
る
方
で
准
看

護
師
は
除
く
）、
社
会
福
祉
士
、
介
護

支
援
専
門
員
資
格
及
び
普
通
自
動
車
免

許
の
あ
る
方
。

●
申
し
込
み　

10
月
24
日
㈮
ま
で
に
上

田
市
社
会
福
祉
協
議
会
総
務
課（
ふ

れ
あ
い
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）へ
履
歴
書

を
持
参
、
ま
た
は
郵
送（
〒
３
８
６

－

０
０
１
２
中
央
３

－

５

－

１
）し
て
く

だ
さ
い
。詳
細
は
追
っ
て
連
絡
し
ま
す
。

●
選
考
方
法　

書
類
選
考
・
面
接

　

上
田
市
社
会
福
祉
協
議
会
総
務
課　

　
　

TEL
27
・
２
０
２
５

上
田
市
民
訪
中
団
募
集

寧
波
・
上
海
が
に
賞
味
の
旅

　

友
好
交
流
都
市
で
あ
る
中
国
寧に
ん
ぽ
ー波
市
と

上
海
を
結
ぶ
海
上
に
世
界
最
長（
35
㎞
）の

大
橋
が
完
成
し
ま
し
た
。
こ
の
祝
賀
訪
中

団
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

●
日
時　

11
月
20
日
㈭
〜
24
日
㈪

●
行
先　

寧
波
、
普ふ

陀だ

山さ
ん

、
天て
ん

台だ
い

、
上
海

●
費
用　

15
万
円（
若
干
変
更
も
あ
り
）

●
申
込
締
切　

10
月
15
日
㈬

　

秘
書
課　

TEL
22
・
３
４
３
５

　
　

上
田
日
中
友
好
協
会（
池
上
）

　
　
（
夜
間
・
休
日
）TEL
25
・
３
３
６
０

第
11 

回
楽
し
く
歌
お
う

リ
レ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

　

参
加
者
を
募
集
し
て
い
ま
す（
当
日
入

場
無
料
）。

●
期
日　

10
月
19
日
㈰

●
場
所　

信
州
国
際
音
楽
村
ホ
ー
ル
こ
だ

ま
●
演
奏
形
態　

５
分
程
度
の
独
唱
・
重
唱

（
要
相
談
）

●
参
加
資
格　

歌
う
こ
と
の
好
き
な
方
な

ら
ど
な
た
で
も
。

●
参
加
費　

１
組
５
０
０
円

●
定
員　

先
着
20
組

●
申
し
込
み　

電
話
で
音
楽
村
ま
で
。

　

信
州
国
際
音
楽
村

　
　

TEL
42
・
３
４
３
６

上
田
の
応
援
団
募
集
中

ふ
る
さ
と
寄
附
金
の
ご
案
内

　

市
で
は「
ふ
る
さ
と
寄
附
金
」を
募
集
し

て
い
ま
す
。

　

ふ
る
さ
と
寄
附
金
と
は
、
生
ま
れ
故
郷

に
貢
献
し
た
い
、
自
分
の
好
き
な
ま
ち
を

応
援
し
た
い
と
い
う
納
税
者
の
思
い
を
実

現
す
る
た
め
、
出
身
地
に
限
ら
ず
、
応
援

募
集

��



キラリ★輝くこどもたち！

K
IN
D
E
R
G
A
R
T
E
N
　
IN
T
R
O
D
U
C
T
IO
N

Information A La Carte

し
た
い
と
い
う
都
道
府
県
や
市
区
町
村
に

寄
附
を
す
る
と
、
居
住
地
の
個
人
住
民
税

や
所
得
税
が
軽
減
さ
れ
る
制
度
で
す
。

　

上
田
市
で
は
、
こ
の
ふ
る
さ
と
寄
附
金

に
五
つ
の
メ
ニ
ュ
ー
を
用
意
し
、
現
在
全

国
に
広
く
寄
附
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

●
上
田
市
ふ
る
さ
と
寄
附
金
募
集
メ

ニ
ュ
ー

A
夢
に
向
か
っ
て
！
〜
上
田
城
復
元
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
〜

B
菅
平
高
原
ス
ポ
ー
ツ
応
援
団
〜
ス
ポ
ー

ツ
施
設
整
備
推
進
事
業
〜

C
が
ん
ば
れ
こ
ど
も
達た
ち

学
び
舎
応
援
〜
学

校
教
育
活
動
支
援
事
業
〜

D
い
つ
ま
で
も
大
切
に
し
た
い
私
の
故
郷

〜
上
田
の
原
風
景
保
全
整
備
事
業
〜

E
市
長
に
お
ま
か
せ

　

市
民
の
皆
さ
ん
に
は
、
県
内
外
の
ご
親

戚
、
友
人･

知
人
に
上
田
市
へ
の
寄
附
を

呼
び
か
け
て
い
た
だ
く
よ
う
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
上
田
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
ま

た
は
次
号
の
広
報
う
え
だ
で
お
伝
え
し
ま

す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

政
策
企
画
課　

TEL
23
・
５
１
１
２

発見！感動！自然はみんなのお友だち

　神川第二保育園は、菅平高原を源流として、真田地域を
流れてくる神川下流域の河岸段丘にあります。園周辺は住
宅地に囲まれていますが、ちょっと出かけると田園風景が
広がり、神川の豊かな水と自然に恵まれた環境にあります。
　地域の方のご好意により、田んぼのあぜでイモリやサワ
ガニ、カエル、カブトエビなどと触れ合うことができます。
イモリを飼育していく中で、イモリが天気を教えてくれる
ことを知りました。イモリの様子と今日の天気を見比べて、
自然の不思議さを体感している子どもたちです。
　みんなのお気に入りの散歩コースに「美穂ヶ池緑地公園」
があります。色とりどりの花が咲き、川が流れ、ビオトー
プ（多様な生き物が持続して暮らせる空間）には水鳥が泳い
でいます。「わあ、このお花かわいい」「川の中に何かいる
よ」「みて、大きな鳥」と、様々な発見や、感動をしていま
す。また、何種類ものトンボやバッタに出会います。子ど

神
川
第
二
保
育
園

みんなの美穂ヶ池公園

「今日は何が見つかるかな？」

　ご寄付いただいた皆様、ありがとうござ
いました。厚くお礼申し上げます（８月分）。
◇ダイワコンピューテック株式会社様、株
式会社東京コンピューター様　算数ドリ
ル一式（たし算、かけ算）／清明小学校、
西小学校へ
◇有限会社春原工業所様　AED３台、小
児用パッド３セット／北小学校、塩尻小
学校、神川小学校へ
◇木野村美帆様　現金5,000円／ふるさと
寄附金として
◇倉坪旭様　現金5,000円／ふるさと寄附
金として
◇佐藤かすみ様　現金5,000円／ふるさと
寄附金として

もたちは、ペットボトルで作った「いいものバッグ」に見つ
けた宝物をしまい、大事に持ち帰ります。子どもたち同士
で宝物を見せ合い、楽しかった思いを共感しあって、友だ
ちとのつながりを深めています。
　動植物と触れ合い、自然の美しさに気づき、小さな命に
対する思いやりの心を育む神川の子どもたち。園歌にも歌
われている「豊かな心」「楽しい心」「強い心」「優しい心」
の育ちを願って、日々保育していきたいと思います。

��



園　　　名 所　　在　　地 電話番号 保育時間（延長含む） 定員
（人） 入園年齢 一時

保育
休日
保育平日（土曜日）

私

立

保

育

園

甘　　 露 中央5-9-29 22・7665 7：00 ～ 20：00（18：30）  90 ０歳から ○
芙　　 蓉 中央北2-7-51 22・1147 7：00 ～ 19：30（18：00） 150 ０歳から
聖ミカエル 中央3-16-1 22・1361 7：00 ～ 19：00（17：00） 60 ０歳から ○
かんぎおん 常磐城3-7-48 22・1595 7：00 ～ 19：20（19：00） 90 ０歳から ○
み の り 中之条501-10 22・0465 7：00 ～ 19：00（17：30） 120 ０歳から ○
西　　 丘 芳田1411-1 35・1157 7：00 ～ 19：00（19：00） 150 ０歳から ○
常　　 田 常田2-30-17 22・1520 7：00 ～ 19：30（17：30） 36 ０歳から ○
秋　　 和 秋和864-3 27・8820 6：45 ～ 19：45（19：00） 120 ０歳から ○
三 好 町 諏訪形1169-1 25・1160 7：00 ～ 19：30（18：00） 175 ０歳から ○
あ ゆ み 古里824-8 23・0503 7：15 ～ 19：15（18：00） 90 ０歳から ○

公

立

保

育

園

東　　 部 常田3-4-34 22・0682 7：30 ～ 19：00（17：30） 140 ０歳から ○
南　　 部 常田1-5-1 22・7108 7：30 ～ 19：30（17：30） 70 ０歳から ○
北 常磐城5-7-25 22・3475 8：00 ～ 18：00（12：30） 90 １歳から

塩　　 尻 上塩尻195-1 22・3476 8：00 ～ 18：00（12：30） 60 １歳から ○
神川第一 大屋631-2 35・0299 8：30 ～ 16：30（12：30） 60 １歳から
神川第二 芳田1766-2 35・0349 8：00 ～ 18：00（12：30） 60 １歳から
国　　 分 国分745-イ 27・0105 7：30 ～ 18：00（15：00） 60 １歳から
神科第一 住吉707-2 22・0597 8：00 ～ 18：00（12：30） 100 １歳から
神科第二 古里137-6 22・0598 7：30 ～ 19：30（17：30） 170 ０歳から ○
豊　　 殿 芳田982-3 22・6802 7：30 ～ 18：00（15：00） 90 ０歳から ○
城　　 下 諏訪形934 22・0887 7：30 ～ 18：30（15：00） 120 ０歳から
川　　 辺 上田原518 22・5029 7：30 ～ 18：30（17：00） 120 ０歳から
下 之 条 下之条801-イ 27・2986 8：00 ～ 18：00（12：30） 75 １歳から
泉　　 田 吉田157-3 22・5163 8：00 ～ 18：00（15：00） 60 １歳から
塩田中央 中野419-1 38・2512 7：30 ～ 19：30（17：30） 130 ０歳から ○ ○
東 塩 田 下之郷806-3 38・2552 7：30 ～ 19：00（17：30） 150 ０歳から
西 塩 田 手塚1086-3 38・2609 8：00 ～ 18：00（12：30） 80 １歳から
塩 田 北 小島122 38・2636 7：30 ～ 19：00（17：30） 120 ０歳から
浦　　 里 仁古田171 31・2058 7：30 ～ 19：00（15：00） 90 ０歳から
室　　 賀 下室賀2336-1 31・2142 8：00 ～ 18：00（15：00） 60 ０歳から
小　　 泉 小泉739-4 24・7356 8：30 ～ 16：30（12：30） 60 １歳から
中 丸 子 中丸子1852-5 42・2644 7：30 ～ 19：00（17：30） 120 ０歳から ○
み な み 腰越1376-1 42・2183 7：30 ～ 18：30（12：30） 70 １歳から
東　　 内 東内2570-1 42・2217 8：00 ～ 18：00（12：30） 60 １歳から
西　　 内 西内8 44・2200 7：30 ～ 18：00（12：30） 60 ０歳から ○
依　　 田 生田4953-2 42・2423 7：30 ～ 18：30（12：30） 150 ０歳から
長　　 瀬 長瀬2466 42・2401 7：30 ～ 18：30（12：30） 110 ０歳から ○
塩　　 川 塩川1458 35・0034 7：30 ～ 18：30（12：30） 70 １歳から
さ な だ 真田町長6301 72・2050 7：30 ～ 19：00（17：30） 150 ０歳から
そ え ひ 真田町傍陽6293 73・2532 7：30 ～ 19：00（12：30） 60 ０歳から ○
すがだいら 菅平高原1223-392 74・2160 8：30 ～ 18：00（12：30） 60 １歳から
武　　 石 下武石752 85・2113 7：30 ～ 19：00（12：30） 120 ０歳から ○

幼公
稚立
園　

ち ぐ さ 塩川2620 35・0652 8：00 ～ 18：00（12：30） 75 ３歳から × ×
わかくさ 上丸子895 42・2237 8：00 ～ 18：00（12：30） 75 ３歳から × ×

◇保育園について　 保育課　TEL23・5132、 健康福祉課　TEL42・1039、 健康福祉課　TEL72・2203
　　　　　　　　　 健康福祉課　TEL85・2067、各保育園
◇幼稚園について　 保育課　TEL23・5132、 健康福祉課　TEL42・1039、各幼稚園
◇ホームページアドレス　http://www.city.ueda.nagano.jp/hp/ht/hoiku/index.html

■保育園・幼稚園の概要

��



■入園できる基準
　○保育園
　　　①保護者が家庭内・外で仕事をしている（育児休業中は基準に該当しま

せん）、②母親が妊娠中あるいは出産後間がない、③保護者が病気あるい
は家庭にいる病人などを看護しているなど、家庭で児童の保育ができない
場合です。

　○幼稚園
　　　平成21年４月１日時点で満３歳以上の児童です。ただし、子育て支援と

して満２歳の児童も受け入れますので、ご相談ください。

■受付期間
受　付　日 受　付　場　所

11月４日㈫・５日㈬
12：00～18：00 入園を希望する保育園・幼稚園

11月６日㈭・７日㈮
8：30～19：00

市保育課（やぐら下庁舎１階）
丸子・真田・武石各地域自治センター健康福祉課
※保育園・幼稚園で申し込みをしなかった場合

■申込方法
　申込書は10月７日㈫から各保育園・幼稚園・保育課・各地域自治センター
で配布します。必要事項を記入のうえ提出してください。このほか、申込書
以外に必要な書類があります。詳しくは、申込書、申込書と一緒にお配りす
る「保育園入園のしおり」などをご覧ください。
　なお、保育園へは出産前から申し込みができます。母子健康手帳をお持ち
のうえ申し込みをしてください。

■保育園・保育料の決定等
　入園年齢は４月初日の年齢で判断します。入園希望園の申し込みが集中し
た場合は、第２希望以降の保育園・幼稚園になる場合があります。
　また、４～６月の保育料・授業料は暫定で決定し、４月中旬に通知します。
正式な決定は、６月に市県民税額が確定した後になります。この決定に伴い、
年度途中で保育料・授業料が変更になる場合があります。

■途中入園
　特別な事情で急きょ入園する必要が生じた場合は、受け入れ可能な範囲で
年度途中での入園を受け付けています。

困ったときは･･･

□休日保育
　　入園している児童が対象。保護者の仕事の都合などで休日に保育を必要
とする場合に利用できます。

□一時保育 
　　入園していない児童が対象。保護者の仕事（求職活動など）・出産・病気（通
院）・冠婚葬祭などで、一時的に家庭で子どもの保育をすることができない
場合に利用できます。一時保育料が必要です。

【申し込みから入園までの流れ】（概要）
 11月４日～７日 新規入園申し込み受付
 ↓
 11月～１月 　入園基準審査、各保育園・幼稚園の人数調整
 ↓
 ２月上旬 　入園承諾書発送
 ↓
 ２月下旬 　入園説明会
 ↓
 ４月上旬 　入園式
 ↓
 ４月中旬 　保育料・授業料決定通知発送

Q　保育園・幼稚園はどんなところ？
Ⓐ　　保育園は、保護者が仕事・病気

などにより、家庭で子どもの保育
ができない場合に、０歳児から小
学校就学前までの乳幼児を対象に、
家庭に代わって保育を行う児童福
祉施設です。

 　幼稚園は、満３歳から小学校就
学の始期に達するまでの児童を保
育し、適当な環境を与えて、その
心身の発達の助長を図ることを目
的としています。

Q　保育時間は？
Ⓐ　　通常の保育時間は、月曜日から

金曜日が午前８時30分～午後４時
30分、土曜日が午前８時30分～午
後0時30分です（園によって保育時
間が異なる場合があります）。

 　保護者の勤務などに合わせて、
朝・夕ともに時間を延長している
保育園・幼稚園があります（右表参
照）。利用の際は、保育料・授業料
のほかに延長保育料が必要です。

Q　保育料・授業料はどうなるの？
Ⓐ　　公立・私立保育園、公立幼稚園は、

いずれも基本となる保育料・授業
料が同じです。

 　保育料・授業料は、家庭の課税状況
（保護者が前年に支払った税金の額）
や子どもの年齢によって決まります
（年齢は４月初日で判断します）。

 　市では、保護者の負担を軽減す
るため、次のような場合に保育料・
授業料を軽減しています。

 ・同一世帯で２人以上の児童が、
保育園、幼稚園、認定こども園、
知的障害児通園施設などに同時
に入園している場合

 ・同一世帯の第１子が小学生で、
第３子以降に当たる児童が入園
している場合

 　なお、詳しくは保育課にお問い
合わせください。

Q　障がいのある子どもの保育はして
もらえるの？

Ⓐ　　保育園・幼稚園での集団生活が
可能な範囲でお預かりします。

QA& 保育園って
幼稚園って

保育園・幼稚園では、新しく入園を希望される方、または育児休業終了から入園を希望
される方を対象に、次のとおり平成21年度の入園申し込みを受け付けます。

平成21年度　保育園・公立幼稚園入園の受け付け
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スケッチ
四つ葉

笑顔で練馬の先生と農家が交流

スペシャルオリンピックス開催

勇気、喜び
そして友情

農業体験を
教育に生かそう

と
心
で
感
じ
た
農
業
体
験
を
教
育

現
場
に
生
か
そ
う
と
今
年
度
、
練

馬
区
立
の
幼
稚
園
、
小
中
学
校
に
採
用

さ
れ
た
先
生
の
研
修
が
ベ
ル
デ
武
石
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。こ
の
研
修
会
で
は
、

武
石
の
自
然
を
生
か
し
た
農
業
体
験
が

行
わ
れ
、
地
域
農
業
を
担
う
皆
さ
ん
で

構
成
す
る
武
石
農
友
会
が
受
入
れ
農
家

と
し
て
毎
年
協
力
し
て
い
ま
す
。
７
回

目
と
な
る
今
年
も
８
月
20
日
に
１
１
３

人
の
先
生
が
17
軒
の
農
家
を
訪
れ
、
農

作
業
に
汗
を
流
し
ま
し
た
。

　

そ
の
日
の
夕
方
、
体
験
活
動
発
表
会

が
行
わ
れ
、
酪
農
農
家
で
放
牧
場
の

石
拾
い
を
し
た
先
生
は「〝
命
〞を
食
べ

て
い
る
こ
と
を
実
感
し
た
。
こ
の
体
験

を
食
育
指
導
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
」、

野
菜
農
家
で
草
取
り
を
し
た
先
生
は

「
野
菜
な
ど
つ
く
っ
て
く
れ
る
人
へ
の

感
謝
の
気
持
ち
を
子
ど
も
た
ち
に
伝
え

た
い
」と
、
体
験
を
通
じ
て
感
じ
た
こ

と
や
教
育
に
生
か
し
た
い
こ
と
な
ど
を

発
表
。
先
生
方
の
顔
は
充
実
感
に
あ
ふ

れ
、
生
き
生
き
と
し
て
い
ま
し
た
。
発

表
会
に
招
か
れ
た
武
石
農
友
会
長
の
松

代
典
之
さ
ん
は「
先
生
方
が
そ
の
農
家

で
感
じ
た
こ
と
を
、
ぜ
ひ
子
ど
も
た
ち

に
伝
え
て
ほ
し
い
」と
話
し
て
い
ま
し

た
。

ゴ
ー
ル
を
決
め
て
共
に
喜
び
合
う
、
そ

ん
な
素
晴
ら
し
い
ゲ
ー
ム
を
繰
り
広
げ

て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
テ
ニ
ス
会
場
で

も
、
自
分
の
技
術
に
あ
わ
せ
て
日
々
の

練
習
の
成
果
を
発
揮
し
、
の
び
の
び
と

プ
レ
イ
す
る
選
手
の
姿
が
見
ら
れ
ま
し

た
。

的
発
達
障
害
の
あ
る
方
が
、
ス

ポ
ー
ツ
を
通
し
て
自
立
へ
の
意
識

を
高
め
、
社
会
参
加
し
て
い
く
こ
と
を

目
的
に
し
た
、「
ス
ペ
シ
ャ
ル
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
ス
日
本
・
長
野
」夏
季
大
会
が

９
月
７
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
大
会
で
は
、
水
泳
、
テ
ニ
ス
、
バ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、ボ
ー
リ
ン
グ
、

陸
上
の
５
競
技
が
真
田
地
域
の
施

設
を
中
心
と
し
た
市
内
数
会
場
で

行
わ
れ
、
県
内
各
地
と
近
県
か
ら

１
２
０
人
の
選
手
の
ほ
か
、
コ
ー

チ
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
総
勢

４
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
会
場
と

な
っ
た
真
田
中
学
校
体
育
館
で

は
、
家
族
や
コ
ー
チ
が
声
援
を
送

る
中
、
勇
気
を
持
っ
て
参
加
し
た

選
手
が
チ
ー
ム
メ
イ
ト
と
協
力
し

体

知
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上田市独自ナンバープレート交付式

依田窪プールまつり開催

真田氏の故郷を
全国にPR

田
城
跡
公
園
で
８
月
20
日
、
上
田

市
オ
リ
ジ
ナ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
原
動

機
付
自
転
車
用
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
の

交
付
式
と
出
発
式
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
新
し
い
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト

は
、
デ
ザ
イ
ン
に「
上
田
ら
し
さ
」を
取

り
込
む
こ
と
で
原
付
バ
イ
ク
を
動
く
広

告
塔
と
し
て
利
用
し
、
信
州
上
田
を
全

国
に
Ｐ
Ｒ
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
、
真

田
氏
の
旗
印
で
あ
る
六
文
銭
を
あ
し
ら

元気いっぱいに
泳ぎました

子
の
夏
を
締
め
く
く
る「
依
田
窪

プ
ー
ル
ま
つ
り
」が
８
月
31
日
、

腰
越
の
依
田
窪
プ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
夏
の
間
、
元
気
に
遊
ん
だ
と
ひ

と
目
で
わ
か
る
ほ
ど
日
焼
け
し
た
子
ど

も
た
ち
が
集
ま
り
、
来
場
者
は
５
０
０

人
を
超
え
ま
し
た
。
残
暑
の
中
、
祭
実

行
委
員
会
の
ス
タ
ッ
フ
が
考
え
た「
水

中
宝
さ
が
し
」や
浮
き
輪
に
乗
っ
て
行

う「
パ
ン
食
い
競
争
」な
ど
、
子
ど
も
た

ち
は
大
は
し
ゃ
ぎ
で
イ
ベ
ン
ト
に
参
加

し
て
い
ま
し
た
。

　

50
ｍ
プ
ー
ル
で
は
、
丸
子
カ
ヌ
ー
協

会
に
よ
る「
カ
ヌ
ー
体
験
教
室
」が
開
か

れ
、
漕こ

ぎ
方
や
緊
急
時
の
対
処
法
な

ど
の
説
明
を
受
け
た
後
、
子
ど
も
た
ち

は
パ
ド
ル
で
漕
ぎ
な
が
ら
プ
ー
ル
を
散

策
。
指
導
員
の
て
い
ね
い
な
ア
ド
バ
イ

ス
を
受
け
、
初
心
者
で
も
上
手
に
漕
い

で
い
ま
し
た
。

　

流
水
プ
ー
ル
で
は
、
長
い
バ
ナ
ナ
型

ボ
ー
ト
に
ま
た
が
る「
バ
ナ
ナ
ボ
ー
ト

ロ
デ
ィ
オ
」が
大
人
気
で
、
プ
ー
ル
サ

イ
ド
か
ら
の
水
か
け
に
絶
叫
し
な
が

ら
、
プ
ー
ル
一
周
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

こ
の
夏
の
依
田
窪
プ
ー
ル
来
場
者
は

約
１
万
４
６
０
０
人
を
超
え
、
子
ど
も

た
ち
に
人
気
の
プ
ー
ル
と
な
っ
て
い
ま

す
。

い
、
形
は
上
田
城
の
櫓や

ぐ
ら

門
を
モ
チ
ー
フ

に
し
て
い
ま
す
。

　

交
付
式
に
は
、市
議
会
議
員
や
上
田
・

丸
子
警
察
署
長
、
希
望
ナ
ン
バ
ー
の
申

し
込
み
を
し
た
市
民
な
ど
が
出
席
。
母

袋
市
長
か
ら
市
民
代
表
４
人
と
両
警
察

署
、
郵
便
事
業
株
式
会
社
上
田
支
店
の

各
代
表
者
に
新
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
が

手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
式
典
で
母
袋
市
長

は「
こ
の
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
が
市
民

に
愛
さ
れ
る
と
と
も
に
、
真
田
氏
の
故

郷
・
上
田
を
全
国
に
ア
ピ
ー
ル
し
て
観

光
振
興
に
役
立
て
た
い
」と
あ
い
さ
つ
。

新
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
に
取
り
替
え

ら
れ
た
バ
イ
ク
は「
安
全
運
転
で
出
陣

じ
ゃ
！
」の
掛
け
声
を
合
図
に
、
真
田

十
勇
士
に
扮ふ
ん

し
た
市
職
員
や
大
勢
の
観

光
客
に
見
送
ら
れ
、
市
内
へ
と
軽
快
に

走
り
出
し
て
い
き
ま
し
た
。

上

丸
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私たちの医療を
守るために
❺地域一丸となった
　医師確保に向けて

Feature

５月から医療特集として、上田地域での緊急課題となっている産科
や救急医療の現状、また全国的な医師不足の状況や、医師不足がな
ぜ起きていて、それに対する医師確保の取り組みをどのように進め
ているのかなどを皆さんにお伝えしてきました。
シリーズの最終回は、私たち上田地域の医療を守るために取り組ま
れている市民や関係者の皆さんに声を寄せていただきました。

　

い
ま
や
医
師
不
足
は
地
方
だ
け
で
は
な
く
、
都
市
部
も
含
め
た
大
変
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
お
り
、

国
に
お
い
て
も
医
師
の
養
成
数
を
増
加
さ
せ
る
な
ど
、
政
策
の
転
換
が
打
ち
出
さ
れ
は
じ
め
ま
し
た
。

し
か
し
、
地
域
医
療
が
危
機
的
状
況
で
あ
る
こ
と
に
は
変
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

私
た
ち
の
医
療
を
守
る
た
め
に
は
、
地
域
住
民
、
医
師
会
や
各
医
療
機
関
、
ま
た
関
係
団
体
、
そ
し

て
行
政
が
一
丸
と
な
っ
て
行
動
し
、
必
ず
地
域
の
医
療
を
守
っ
て
い
く
と
い
う
強
い
決
意
の
も
と
、
そ

れ
ぞ
れ
の
立
場
で
医
療
を
守
る
意
識
と
行
動
が
鍵か
ぎ

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

全
国
的
に
医
師
不
足
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
が
、
そ
の
多
く
は
地
域
医
療

を
担
う
病
院
に
勤
務
す
る
医
師
の
不

足
に
よ
る
も
の
で
す
。
主
な
要
因
は

過
重
労
働
に
あ
り
、
多
く
が
連
続
32

時
間
を
超
え
る
長
時
間
勤
務
を
行
っ

て
い
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。し
か
し
、

医
療
技
術
の
進
歩
か
ら
一
部
の
患
者

さ
ん
な
ど
に
、
大
病
院
で
あ
れ
ば
す

べ
て
の
病
気
が
治
る
も
の
と
の
意
識

が
生
じ
て
お
り
、
医
療
の
不
確
実
性

に
対
す
る
理
解
不
足
や
訴
訟
の
増
加

が
医
師
不
足
に
拍
車
を
掛
け
て
い
ま

す
。

　

そ
れ
で
は
、
こ
の
過
重
労
働
を
防

ぐ
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
で
し
ょ

う
。

　

医
療
機
関
に
は
そ
の
機
能
に
応
じ

た
役
割
が
あ
り
ま
す
。
診
療
所
は
軽

度
な
患
者
を
、
一
般
の
病
院
は
入
院

を
要
す
る
患
者
を
、
高
度
医
療
を
提

供
す
る
病
院
で
は
重
篤
・
重
症
な
患

者
を
診
る
こ
と
が
主
な
役
割
で
す
。

　

地
域
医
療
を
守
り
勤
務
医
の
負
担

を
軽
減
す
る
た
め
の
医
師
会
の
役
割

は
、
初
期
の
救
急
医
療
提
供
体
制
を

確
立
す
る
こ
と
と
、
な
る
べ
く
多
く

の
住
民
の
皆
さ
ん
に「
か
か
り
つ
け

医
」を
持
っ
て
も
ら
う
こ
と
で
す
。

　
「
か
か
り
つ
け
医
」と
は
、
あ
な
た

や
家
族
の
健
康
状
態
を
日
ご
ろ
か
ら

把
握
し
て
い
て
、
い
つ
で
も
気
軽
に

相
談
に
の
っ
て
く
れ
る
お
医
者
さ
ん

の
こ
と
で
す
。
ぜ
ひ「
か
か
り
つ
け

医
」を
も
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
平
日
夜
間
の
初
期
救
急
医
療

体
制
の
構
築
と
、「
か
か
り
つ
け
医
」

の
充
実
を
図
る
こ
と
が
、
輪
番
病
院

や
高
度
医
療
を
担
う
長
野
病
院
の
支

医
師
不
足
を
解
消
す
る
鍵
は

上
田
市
医
師
会
長　

大
谷
晃
一
さ
ん

　
　
　
　
（
お
お
た
に
・
こ
う
い
ち
）

��



　

地
域
医
療
と
い
う
と
大
都
会
か
ら

離
れ
た
地
域（
市
町
村
）の
医
療
を
想

定
し
が
ち
で
す
が
、
決
し
て
そ
う
で

は
な
く
、
大
都
会
で
も
、
市
町
村
で

も
、
自
分
た
ち
の
住
む
地
域
、
こ
の

地
域
で
言
う
な
ら
上
田
地
域
広
域
範

囲
程
度
の
医
療
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

地
域
医
療
が
目
指
す
も
の
は
、
私

た
ち
が
生
活
す
る
地
域
で
一
次
医
療

に
始
ま
り
、
二
次
あ
る
い
は
三
次
医

療
に
至
る
医
療
提
供
体
制
を
構
築
す

る
こ
と
で
す
。私
た
ち
の
生
活
圏（
地

域
）の
中
で
完
結
型
医
療
を
受
け
ら

れ
る
医
療
提
供
体
制
が
あ
る
こ
と
が

理
想
で
す
。

　

こ
の
理
想
に
向
け
て
、
私
た
ち
は

ど
ん
な
役
割
を
果
た
す
べ
き
か
。
そ

の
前
に
、地
域
の
医
療
提
供
体
制
が
、

今
、
ど
の
よ
う
な
状
況
に
あ
る
か
を

理
解
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
医
療

危
機
・
医
療
崩
壊
と
言
わ
れ
る
要
因

は
い
く
つ
か
あ
り
ま
す
が
、
ま
ず
医

師
不
足
や
医
師
偏
在
が
最
大
の
問
題

で
す
。
特
に
産
科
は
想
像
以
上
に
深

刻
で
す
が
、
小
児
科
や
他
の
診
療
科

に
つ
い
て
も
同
じ
こ
と
で
す
。
医
療

行
政
、
初
期
臨
床
研
修
義
務
化
、
医

療
訴
訟
、
女
性
の
社
会
進
出
、
開
業

医
へ
の
転
身
、
絶
対
数
不
足
や
偏
在

な
ど
様
々
な
問
題
が
絡
み
合
い
悪
循

環
と
な
っ
て
い
る
の
で
す
。
ま
た
、

時
代
と
共
に
、
医
療
の
質
や
医
師
と

患
者
さ
ん
と
の
関
係
も
変
わ
り
、
医

療
制
度
が
変
わ
っ
た
だ
け
で
な
く
、

み
ん
な
で
育
む
地
域
医
療

小
県
医
師
会
長　

塚
原
正
典
さ
ん

（
つ
か
は
ら
・
ま
さ
の
り
）

医
師
の
価
値
観
や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

が
多
様
化
し
て
ゆ
く
時
代
を
迎
え
た

こ
と
も
背
景
と
し
て
あ
り
ま
す
。

　

医
師
不
足
や
偏
在
と
い
う
問
題
を

こ
の
地
域
で
ど
う
解
決
す
べ
き
か
、

地
域
の
医
師
会
、
広
域
連
合
及
び
地

域
住
民
が
三
位
一
体
と
な
り
取
り
組

む
べ
き
で
、
そ
れ
ぞ
れ
が
単
独
行
動

を
避
け
相
互
理
解
を
深
め
協
調
し
、

医
師
会
は
医
療
の
専
門
職
と
し
て
医

師
確
保
や
効
率
的
医
療
の
推
進
役
と

な
り
触
媒
的
役
割
を
担
い
、
広
域
連

合（
行
政
）や
地
域
の
方
々
は
医
師
が

集
ま
り
や
す
い
環
境
整
備
に
努
力

し
、
家
族
、
友
人
や
知
人
を
通
じ
、

身
近
に
い
る
医
師
の
情
報
や
医
師
募

集
の
ア
イ
デ
ア
な
ど
を
医
師
会
や
行

政
に
寄
せ
て
欲
し
い
の
で
す
。

　

他
力
本
願
で
は
な
く
、
自
助
努
力

で
地
域
医
療
を「
守
る
」か
ら「
育
む
」

時
代
で
す
。

市民一人ひとりが
当事者意識を持ち、
医療機関ごとの役割を
理解して受診することが大切です。

医師募集の
アイデアなどを
医師会や行政に
寄せて欲しいのです。

援
に
つ
な
が
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

医
療
は
社
会
を
健
全
に
発
展
さ
せ

て
い
く
た
め
の
基
盤
で
す
。
地
域
医

療
が
崩
壊
す
れ
ば
そ
こ
に
暮
ら
す
住

民
は
安
定
し
た
社
会
生
活
を
営
む
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。
何
か
あ
っ
た
時

に
頼
り
に
な
る
身
近
な「
か
か
り
つ

け
医
」が
い
れ
ば
、
多
少
の
無
理
を

し
て
も
、
も
う
ひ
と
踏
ん
張
り
で
き

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

こ
れ
は
医
師
も
同
じ
で
、
市
民
が

感
謝
や
ね
ぎ
ら
い
の
言
葉
を
掛
け
て

く
れ
、
役
割
に
応
じ
た
受
診
に
協
力

し
て
く
れ
る
と
、
疲
れ
き
っ
た
病
院

勤
務
医
も
、
も
う
少
し
頑
張
っ
て
み

よ
う
と
思
え
る
も
の
で
す
。

　

市
民
一
人
ひ
と
り
が
当
事
者
意
識

を
持
ち
、
医
療
機
関
ご
と
の
役
割
を

理
解
し
て
適
切
な
医
療
機
関
を
受
診

す
る
こ
と
。
こ
れ
が
医
師
不
足
を
解

消
す
る
第
一
歩
へ
と
つ
な
が
る
と
考

え
て
い
ま
す
。

��



マ
ナ
ー
を
守
る

上
小
の
地
域
医
療
を
支
え
る
住
民
の
会
代
表　

半
沢
悦
子
さ
ん

（
は
ん
ざ
わ
・
え
つ
こ
）

　

医
療
の
現
場
は
医
師
不
足
で
大
変

厳
し
い
状
況
で
す
。
今
、
市
民
の
受

診
の
仕
方
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

上
手
な
医
者
の
利
用
の
仕
方
は

「
家
庭
医
」「
か
か
り
つ
け
医
」を
持
つ

こ
と
で
す
。
医
者
と
患
者
の
信
頼
関

係
こ
そ
が
何
よ
り
の
良
薬
で
す
。
リ

ス
ク
の
伴
う
病
気
に
な
っ
た
ら
、
か

か
り
つ
け
医
の
紹
介
で
中
核
病
院
へ

受
診
し
ま
し
ょ
う
。
救
急
車
を
タ
ク

シ
ー
代
わ
り
に
使
う
と
か
、
コ
ン
ビ

ニ
受
診
は
慎
み
た
い
も
の
で
す
。
自

分
自
身
の
日
常
の
体
調
を
知
る
こ

と
、
マ
マ
は
わ
が
子
の
健
康
チ
ェ
ッ

ク
を
欠
か
さ
な
い
こ
と
で
す
ね
。

　

上
田
地
域
の
産
科
、
婦
人
科
医
療

に
関
し
て
は
、
高
度
医
療
を
受
け
る

場
所
が
な
く
な
っ
て
し
ま
う
と
い
う

危
機
的
な
状
況
で
す
。
そ
ん
な
中
、

「
な
ん
と
か
し
て
く
れ
」と
人
に
お
願

い
す
る
だ
け
で
な
く
、
自
分
た
ち
の

で
き
る
こ
と
を
実
行
す
る
こ
と
が
必

要
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

妊
婦
健
診
や
ガ
ン
検
診
に
行
く
の

も
そ
の
ひ
と
つ
と
考
え
、
私
た
ち
は

妊
婦
健
診
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
推
進
し

て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
常
に
感
謝
の

気
持
ち
を
忘
れ
な
い
こ
と
。

　

お
互
い
に
支
え
合
い
、
元
気
な
上

田
市
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。 自

ら
で
き
る
こ
と
を
実
行
す
る

出
産
・
育
児
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク〝
パ
ム
〞代
表　

横
関
結
希
子
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
よ
こ
ぜ
き
・
ゆ
き
こ
）

お互いに支え合い、
元気な上田市に
していきたいと思います。

医者と患者の
信頼関係こそが
何よりの良薬です。

Feature 私たちの医療を守るために
❺地域一丸となった医師確保に向けて
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　 健康推進課　TEL23・8244

上田市産院
医師・助産師
募集中

詳しくは産院までお問い合わせください。
　上田市産院　TEL22・1573

　

上
田
青
年
会
議
所
は「
明
る
い
豊

か
な
社
会
の
実
現
」を
目
指
し
て
活

動
し
て
い
る
中
で
、
５
月
は
地
域

医
療
と
い
う
視
点
か
ら
活
動
し
ま
し

た
。
医
師
不
足
に
よ
り
上
小
の
医
療

シ
ス
テ
ム
が
崩
壊
の
危
機
に
あ
り
、

中
核
病
院
を
中
心
と
し
た
医
療
充
実

が
急
務
に
な
っ
て
い
ま
す
。
私
た
ち

す
べ
て
の
地
域
住
民
が
問
題
に
関
心

を
持
ち
、
正
し
い
情
報
で
現
状
を
理

解
し
、「
地
域
住
民
、
行
政
、
各
種

団
体
」が
一
丸
と
な
り
、
問
題
に
取

り
組
ん
で
行
く
行
動
が
課
題
解
決
の

第
一
歩
に
な
る
と
考
え
、
地
域
医
療

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
ま
し
た
。

地
域
住
民
一
人
ひ
と
り
が
行
動
す
る

こ
と
が
、
地
域
医
療
を
救
う
第
一
歩

で
あ
り
、
そ
れ
が
安
心
し
て
住
め
る

地
域
と
考
え
て
い
ま
す
。

安
心
し
て
住
め
る
地
域
を
目
指
し
て

社
団
法
人　

上
田
青
年
会
議
所

一人ひとりが
行動することが、
地域医療を救う第一歩です。

　

今
、
上
田
地
域
で
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
周

産
期
医
療
と
救
急
医
療
の
ほ
か
に
も
、
多
く
の
診
療

科
の
医
師
が
不
足
し
て
い
ま
す
。
地
域
の
医
療
を
守

る
こ
と
は
、
私
た
ち
が
安
全
に
暮
ら
せ
、
安
心
し
て

未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
を
産
み
育
む
こ
と
が
で
き

る
地
域
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

安
心
し
て
医
療
が
受
け
ら
れ
、
子
ど
も
を
産
み
す

こ
や
か
に
育
て
る
こ
と
が
で
き
る
街「
上
田
」を
目
指

し
て
、
今
後
も
皆
様
の
絶
大
な
る
お
力
を
お
貸
し
く

だ
さ
い
。

医師募集パンフレットを作成しました。皆さ
んのご親族やお知り合いの方にお医者さんが
いらっしゃいましたら、ぜひご活用いただき
医師確保にご協力ください。
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人の動き （平成20年9月1日現在）

晩夏の恒例となりました「上田城跡能」。12回目
を迎えた今年は、本公演の演目「鞍

くら

馬
ま

天
てん

狗
ぐ

」に市内
の小学生８人が出演し、本物の能楽の舞台に立ち
ました。これは、地域の子どもたちに日本の伝統
文化である能への理解を深めてもらおうと初めて
企画したもので、市内の小学１～４年生の中で、
牛若丸の花見に付き添う稚

ち

児
ご

の役を募集しまし
た。選ばれた子どもたちは、夏休みの間にプロの能楽師から直接指導を受け、
歩き方など３回ほどの練習を重ねて本番に臨みました。
きらびやかな能の衣装を身に着け、緊張した面持ちで舞台に立った子どもたち
は、練習したすり足で並んで登場。約10分の出番をしっかりとこなしました。
出番を終えて、「緊張した」「難しかった」などと話しながらも、「またやりたい」
「先生の舞台を観たい」と、初めて触れる能楽の世界に魅せられた様子でした。

上田城跡能に
市内の小学生が出演
提供／上田薪能を観る会

し
き
お
り
お
り
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